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一

4 ∂倉

コ

.
ン

ド
ル

セ

と
教
育
の

衝
立

-

｢

革
命
諸
議
含
が

わ

れ

わ
れ

に

遺
し
た

公

教
育
計

毒
の

中
で
､

(

1
)

と

叶
わ

け
も
っ

と

も

重

要
な

も
の
+

と

許
さ

れ

る
･

コ

ン

ド

ル

セ

の

『

公

教
育
の

全

組
織
に
･
か

ん

す
る

報
告
と

布
告

草

案
』

(

河
P

マ

せ
○
→
什

e
t

匂
【

○

甘
t

d

e

n

か
○

→

e
t

岩

:
♂

蒜
P
ロ

訂

已
ど
n

g
か

ロ
か

→

巴
e

n

b

-
､

i

n
∽

汀
∈
U

t
-

O

n

廿
仁

王
-

q

∈
U
､

p

詔
∽

e

n
t

か
∽

P

-
､

A

設
e

ヨ

E
訂
n

巳
i

?

ロ

巴
e
-

p

仁

β
0

2
. n
F

C
0

2
山

ま
〈

ご
β
∽

t

2
C
t
-

○

ロ

雪
ト

三
方

琵
こ
e
払

(

2
)

N

O

①
t

N

-

p

∃
ニ
ー

3
N
.

)

に

つ

い

て
､

と

く
に

注

目

さ

れ

る

の

は
､

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ
ル

(

S

0
0

㌫
t

か

日

巴
i

中
ロ

巴
e

n

b
∽

岩
訂
n
O

e
∽

e
t

計
払

p

ユ
∽

し

の

構
想
で

あ

る
｡

こ

れ

は
､

二

初
級
畢
校
(

か

○

?

-

e
仇

胃
i

m
巴

詔
∽
)

､

二
､

第
二

級
学
校
(

か
0

0
-

e
∽

芳
0

0

n
へ

F
i

蒜
巴
､

三
､

ア

ン

ス

テ

イ

テ
ユ

(
i

ロ
∽

t

ぎ
t

払

)

､

四
､

リ

セ

(
-

で
か

e
の
)

､

の

(

3
)

上

に

た
つ

･

公

教
育
の

第
五

階

程
を

な

す
も
の

で

あ

り
､

『

報
告
』

鈴

木

秀

勇

は
､

そ

の

目

的
を
､

｢

教
育
の

諸
施
設

を

監

督
し

指
導

す
る

こ

と

(

∽

喜
く
e

≡
e
→

O
t

d
i

3 .

g
e
→

-

e
∽

か

t

P

E
訂
∽

e

m
e

n
t
∽

d
､

旨
∽

t

コ
ー

?

t
i

O

n
)
､

諸
科

学
と

諸
技
術
と

の

完
成
に

専
心

す
る

こ

と
､

有
益

な

諸
嶺
明

を

蒐
集
し

奨
励
し

應
用

し

普
及

さ

せ

る

こ

と
+

に

あ
る
､

(

4
)

と

の

べ
､

『

布
告

草
案
』

は
､

｢

一

､

全

教
育
を

指
導
し

監

督
す
る

こ

と
､

二
､

教
授
〔

内
容
･

方

法
〕

の

完

成
と

簡
潔
化
と

に

寄
興

す
る

こ

と
､

三
､

諸
費
見
に

よ

っ

て
､

諸
科
学
と

諸
技
術
と

の

限

界
を

申
し

び

ろ

げ

る

こ

と
､

四
､

他

国
民
の

諸
餞
明
に

よ

っ

て

フ

ラ

ン

ス

を

豊
か

に

す
る

た

め
､

外

国
の

草
食
七

連
絡
す
る

こ

と

で

(

5
)

か

る
+
､

と

記
し

て

い

る
｡

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

の

構
想
を

コ

ン

ド

ル

セ

･

プ

ラ

ン

の

･

最
大
の

特
徴
と

す
る

理

由
は
､

と

く

に
､

そ

れ

が

全

教
育
施
設
お

よ

び

教
授
内

容
･

方

敵
の

指
導
･

監

督
に

あ

た

る
､

と

規
定
さ

れ

て

い

る

鮎
に

あ

る
｡

し
か

し
､

ソ

シ

エ

テ
･

ナ
シ

オ

ナ

ル

の

機
能
は
､

右
の

鮎
に

表



( 1 5 ) コ ン ド ル セ と教 育 の 濁立

さ

れ

る

も
の

で

は

な
い
ひ

『

報
告
』

は
､

第
一

に
､

｢

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル
､

リ

セ
､

ア

ン

ス

テ

イ

テ
ユ

に

お

い

て

構
成
さ

れ

る

指
導
主

事
(
-

e
∽

巴
詔
O

t

O
i

諾
∽
)

が
､

下

級
の

諸
施
設
を
た

え

ず

親
祭
す
る

(

ど
召
e
O

t

e

ユ

貴
を

お

う
+
､

と

さ

だ

め

る

と

と

も
に
､

第
二

に
､

被
選

挙
資
格
者
名

簿
に

も

と
づ

く

互

選
に

よ
っ

て

合
員

を

選
出
す
る
･

ソ

シ

エ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ
ル

の

各

部
門
が

｢

リ

セ

打

数
授
を

選

挙
す
る
+

､

｢

リ

セ

の

教
授
が

ア

ン

ス

テ

イ

テ
ユ

の

教
授

を

選
挙
す
る
+

､

｢

第
二

級
学
校
お

よ

び

初
級
孝
枝
の

教
師
に

つ

い

て

は
､

被
選
挙
資
格
名

簿
は
､

地

直
の

ア

ン

ス

テ

イ

テ
ユ

の

教
授

(

6
)

の

手

で

作
成
さ

れ

る
+
､

と
の

べ

て

い

る
｡

す

な

わ

ち
､

『

報
告
』

は
､

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ
ル

が
､

下

級

諸
草
枕
の

教
育
の

｢

指

導
･

監

督
+

に

任
ず
る

ば

か

り

で

な

く
､

ま

た

教

授
･

教
師
の

｢

任

命
+

髄
系
の

頂
鮎
に

た

つ

こ

と

を

暗

示

し

て

い

る

の

で

あ

る
｡

『

報
告
』

で

は

な
お

不

分
明

な
･

右
の

二

鮎
は
､

『

布
告

草
案
』

の

中
で
､

そ

れ

の

第
七

編
｢

教
授
〔

内

容
･

方

法
〕

の

指
導
お

よ

び

監
督
+

(

ゴ
什

記

ヨ
Ⅰ
･

H

告
e

｡

t
i

｡

n

e
t

2

∃
e
i

-

-

賀
｡

e

計
-

せ
･

琵
i

叫
ロ
e

m
2

n

こ

と
､

第
八

編
｢

任
命
+

(
l ､

コ
t

→

e

く
H

H

I
.

当
○

ヨ
i

･

ロ
P
什

訂
P
)

と

に

分
岐
展
開
さ

れ

て

お

り
､

前
者
に

つ

い

て

は

九

僕
､

後
者
に

つ

い

て

は
一

四

條
に

わ

た
っ

て
､

そ
れ

ぞ
れ

詳
細
な

規
定
が

輿
え

ら
れ

て

い

る
ひ

す
な

わ

ち
､

(

7
し

第
七

編
｡

｢

第
一

條
｡

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

の

各

部

門

(

8
)

(

○

訂
β

喜
C
-

琵
琶
)

は
､

各
年
ご

と

に
､

部

門
内
か

ら
三

名
を

任

命
し
■て

､

教
育
指
導
主
事
(
-

e

d

ぎ
｡
t

｡

訂
d

巳
β

旨
1

g
t

ど
n
)

を

構
成
せ

し

め
る
｡

右
指
導
主

事
は
､

定
期

的
に

合
合

し
､

リ

セ

の

教
職
員
の

職
務

.

〔

遂

行
〕

に

か

ん

し
て

生

ず
る

困

難
を

虞
理

す
る
｡

指
導
主

事
は
､

通
常
の

事
項
に

つ

い

て

は

決
定

を

行
う
が
､

き
わ

め
て

重

大

な

問

題
は
こ

れ

を

関
係
部
門
に

迭
付

す
る
｡

指
導
主

事
は

ま
た
､

教
授

〔

内
容
･

方

法
〕

に

つ

い

て

行
わ

れ

る

ぺ

き

改

善
に

か

ん

す
る

見

解
を
､

各
部
門
に

提

出
す
る
｡

第
二

保
｡

リ

セ

単
年
度
末
に
､

各
リ

セ

の

教

授
(

胃
○

訂
設
e

苧

→
払

)

お

よ

び

管
理

者
(

g
ロ

琵

ヨ
巳

g
諾
)

は
､

規

準
一

名
(

亡
n

-

β

名
e

O
t

e

喜
)

を

互

選

す
る
｡

規
準
の

職
務
は
､

教
授
上

の

秩

序

と

正

確
と

を

維
持
し
､

施
設
内
の

内

部
行

政
を

監

督
し
､

こ

の

諸

鮎
に

つ

い

て
､

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

の

指

導

主

事

と

連
絡

し
､

.
毎
月
､

リ

セ

の

教
授
状
況
に

か

ん

す
る
･

正

確
な

報
告

を
､

こ

れ

に

迭
付

す
る

こ

と

で

あ
る
｡

第
三

僕
｡

各
リ

セ

の

教
授
お

よ

び

管
理

者
は
､

各
年
ご

と
に
､

リ
セ

の

教
職
員
六

名
に

よ

っ

て

構
成
さ

れ

る

教
育
指
導
主
事
を

任

輔
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命

す
る
｡

右
指
導
主
事
は
､

地

圃
の

諸
ア

J

ス

テ

イ

テ

ユ

の

指

導
･

仰

視

察
に

あ
た

る
｡

指
導
主
事
は
､

通
常
の

事
項
に

つ

い

て

は

決
定

を

行
う
こ
､
と

が

で

き

る

が
､

重

要
な

事
項
に

つ

い

て

は
､

リ

セ

教
職
員
全

員
の

絶
食
の

み

が

決
定
を

行
い

う
る
｡

税
率
は

指
導

主

事
〔

合
議
〕

を

司
令
す
る
｡

(

9
)

第
四

條
｡

略
｡

第
五

保
｡

各
ア

ン

ス

テ

イ

テ

ユ

に
､

規

準
一

名

を

お

く
｡

･
右

は
､

リ

セ

に
.

お

け

る

と

同
よ

う
な

方

法
で

選
出
さ

れ
､

同
よ

う

な

職
務
を
お
て
フ
｡

右

規
準
は
､

リ

セ

の

指
導
主

事
と

連

絡
す
る
｡

第
六

條
｡

各
ア

ン

ス

テ

イ

テ
ユ

に

お

い

て
､

教
授
と

管
理

者

と

は
､

四

名
か

ら

な

る

指

導
圭

衷
を
､

互

選
に

よ

っ

て

任
命
す
る
｡

右
指
導
主
事
は
､

ア

ン

ス

テ

イ

テ
ユ

所
在
地
の

初
級

学
校
お

よ

び

第
二

級
学
校
の

視
察
と

指

導
と

を

行

う
｡

指
導
主

事
は
､

下

級

諸

学
校
に

お

い

て

生

ず
る
･

通

常
の

事
項
に

つ

い

て

は

決

裁
を

行

う
｡

重

要
な

事
項
に

つ

い

て

は
､

ア

ン

ス

テ

イ

テ
ユ

の

教
職
員
全

員
に

よ
っ

て

構
成
さ

れ

る

絶
食
の

み

が

決

裁
を

行
い

う
る
｡

(

1 0
し

第
七

保
｡

略
｡

第
八

僕
｡

別
に

規
則
に

よ

り
､

指
導
の

方

法

を
さ

だ

め
､

教
育

指
導
主

事
に

よ
っ

て

決
定
さ

れ

る
べ

き

事
項
と
､

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

の

諸
部
門
､

お

よ

び

リ

セ
､

ア

ン

ス

テ

イ

テ
ユ

の

親
禽

に

よ

っ

て

決
定
さ

れ

る
ぺ

き

事
項
と
の

別

を
､

指
示

す
る
｡

畑

第
九

條
｡

行
政

機
関
は
､

内
務
大
臣

管
轄
の

も

と
に
､

公
教
育

に

あ

て

ら
れ

る

国
有
建
造

物
の

維
持
･

修
復
･

改

築
､

な

ら

び

に

(

1 1
)

そ

の

経
費
の

貴
を

お

う
+

｡

右
に

よ

れ

ば
､

第
一

に
､

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

の

禽

員
か

ら

な

る

指
導
主

事
が
一

級

下
の

リ

セ

の
､

リ

セ

の

教
職

員
か

ら

な

る

指
導
主

事
が
一

級

下
の

ア

ン

ス

テ

イ

テ
ふ

の
､

ア

ン

ス

テ

イ

テ

ユ

の

教
職
員
か

ら
な

る

指
導
主

事
が

そ

の

下

級
の

･

第
二

級
お

よ

び

初

級

畢
校
の
､

そ

れ

ぞ

れ

教
授
内

容
･

方

法
を

成
案
･

監

督
･

指
導
し
､

第
二

に
､

リ

セ
､

ア

ン

ス

テ

イ

テ
ユ

は
､

そ

れ

ぞ

れ

自

己
の

硯

撃
を

も

ち
､

教
育
行

政
･

教
授
状
態

を

視
察
さ

せ

る

の

で

あ
る

が
､

し
か

し
こ

の

規

準
も
､

お

の

お

の

一

級
上

の

施
設
か

ら

渡

通
さ

れ

る

指
導
主

事
と

連
絡

す

る

こ

と

を

要
求

さ

れ
､

第
三

に
､

各
級
指
導
主

事
は
､

そ
れ

ぞ

れ
一

級
下
の

施
設
に

か

ん

す
る

事
項
の

う
ち

重

大

な

も
の

に

つ

い

て

は
､

自
己
の

選
出
母

胎
の

決

定
に

ま

た

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

の

で

あ

る
｡

と

す
れ

ば
､

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

は
､

コ

ン

ド

ル

セ

の

構

想
に

か
.
か

る
･

公

教
育
の

指
導
･

監

督
髄
系
の

内

部
に

お

い

て
､

い

わ

ば
ヒ

エ

ラ

ル

キ

ー

の

頂
極
に

位
す
る

も

の
､

と

い

わ

な

け
れ

ば

な

ら
な
い
｡
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と

こ

ろ

で
､

『

布

告

草
案
』

第
八

編
｢

任
命
+

の

原
則
も

ま
た
､

右
に

全
く

封
應

す
る

こ

と

は
､

明

ら
か

で

あ

る
｡

す
な

わ

ち
､

第
八

編
｡

｢

第
一

俵
｡

外

国
人

合
員
を

除

き
､

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

の

全

合
員
は
､

所
定
の

方

式
に

し

た

が

い
､

そ

の

選
挙

に

平
等
に

参
加

す
る
｡

第
二

僕
｡

〔

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

の
〕

各

分

科

(

○

ぎ
空
ト

e

(

1 2
)

筈
○

江
○

ロ
)

ご

と
に

志

望
者
(

P

苫
i

昌
芝
s

)

の

名

簿
が

作
成
さ

れ
､

な

ん

び

と

も
､

こ

れ

に

萱

嫁
し
､

な
い

し

登

録
を

行
わ

し

め
る

権

利
を

も
つ
｡

第
三

保
｡

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ
ナ

ル

に

室

席
が

生

じ

た

時
､

各

部
門
ご

と

に
､

投
票
の

比

較
多
数
に

よ

り
､

志
望
者
中
か

ら

被
選

挙
資
格
者
(

か

ご
g
-

E
e
の

)

五

名
の

名

簿
を

作
成
す
る
｡

こ

の

五

名

の

う
ち
か

ら
､

分
科
が
､

投
票
の

紹
封
多
数
に

よ

り
､

新
脅
貝
を

選
出
す
る
｡

第
四

保
｡

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ
ル

に

お

い

て
､

リ

セ

の

教
授

お

よ

び

管
理

者
の

席
の

志

望
者
の

名

簿
が

作
成
さ

れ

る
｡

な
ん

び

と

も
､

こ

れ

に

登
録
し
､

な
い

し

登

録
を

行
わ

し

め

る

権
利
を

も

つ
｡

第
五

傑
｡

リ

セ

の

教
授
な
い

し

管
理

者
に

客

席
が

生

じ

た

時
､

ソ

シ

エ

■
テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル
ノ.
の

部
門
ご

と
に
､

此

較
多
数
に

よ

り
､

志

望
者

中
か

ら

五

名

を

選
抜
す
る
｡

こ

の

う
ち

か

ら
､

室

席
の

学

科
に

封
應
す
る
･

ソ

シ

ュ

テ

の

分
科
な
い

し

諸
分
科

が
､

教

授
を

任

命
す
る
｡

管
理

者
の

最
終
的
任
命
は
､

教
育
指
導
主

事
に

よ
っ

て

行
わ

れ

る
｡

第
六

保
｡

各
リ
セ

に

お

い

て
､

地

直
の

諸
ア

ン

ス

テ

イ

テ
ユ

の

教
授
お

よ

び

管
理

者
の

席
の

志
望
者
の

名

簿
が

作
成
さ

れ
る
｡

な

ん

び

と

も
､

こ

れ

に

登

録
し
､

な
い

し

登

銀
を

行
わ

し

め

る

権
利

を

も
つ
｡

第
七

僕
｡

ア

ン

ス

テ
イ

テ
ユ

の

教
授
な
い

し

管
理

者
に

室

席
が

生

じ

た

時
､

地

直
の

リ
セ

の

組
合
は
､

投

票
の

此

較

多

数
に

よ

り
､

六

名
よ

り

多
か

ら

ず
三

名
よ

り

少
か

ら

ぬ

被
選
挙

資
格
者
の

(

1 3
)

名

簿
を

作
成
す
る
｡

…
･

‥

か

く

調
整
さ

れ

た

名

簿
の

う
ち
か

ら
､

(

1 4
)

宴

席
に

封
應
す
る
･

リ

セ

の

部
門
が
､

教

授
を

選
挙
す

る
=

…
･

｡

第
八

僕
｡

ア

ン

ス

テ
イ

テ
ユ

の

教
授
が
､

地

直
の

第
二

級
学
校

の

た

め
に
､

上

級
施
設
の

諸
規
則
に

準
じ

て
､

志

望
者
の

名

簿
を

作
成
す
る
｡

第
九

保
｡

第
二

級
学
校
の

教
師
は
､

地

国
の

ア

ン

ス

テ

イ

テ
ユ

の

組
合
が

提
示

し

な
･

三

名
の

被
選

挙
資
蒋
者
の

名

落
に

も

と
づ

き
､

コ

､

､

､

ユ

ー

ヌ

の

組
合
に

よ

っ

て

任
命
さ

れ

る
｡

▲

∂

第
一

〇
條
｡

同
じ

規
則
に

し

た

が

い
､

地

区
の

ア

ン

ス

テ

イ

テ

舶

､

｢

ヒ
E
-

し

レ
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Ⅶり
､
㌣

､
｢

ユ

の

教
授
に

よ

り
､

初
級
学
校
数
師
の

庶
の

志

望
者
の

名
簿
が

作

成
さ

れ
･
る
｡

第
. 一

一

保
｡

初
級
学
校
の

教
師

に

客

席
が

生

じ
た

時
､

地

直
の

ア

ン

ス

テ

イ

テ
ユ

の

教
授
が
､

畢
枚
所
在
地

な
い

し

所
在
市
街
直

の

家

父
に
､

三

名
の

被
選
挙
資
椅
者
の

名

簿
を

提
示

し
､

家
父
が
､

絶
封
多
数
に

よ
っ

て
､

教
師
を

選
挙
す
る
｡

(

1 5
)

第
一

二
､

一

三
､

一

四

條
｡

略
+

｡

.
右
に

し

た

が

え

ば
､

合
員
選
出
を

そ
の

内

部
で

行

う

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

が
一

級
下
の

リ

セ

に

つ

き
､

リ
セ

が
一

級
下
の

ア

ン
′
ス

テ

イ

テ
ユ

に

つ

き
､

ア

ン

ス

テ

イ

テ
ユ

が

そ
の

下

級
の

･

第
二

級
お

よ

び

初
級
学
校
に

つ

き
､

第
一

に
､

お

の

お

の

教
職
員

の

志

望
者
の

名

簿
を

作
成
し
､

第
二

に
､

被
選
畢
資
格
者
を

選
定

し
､

第
三

に
､

第
二

級
･

初
級

学
校
の

場
合
を

除
け
■ば
､

所
要
教

職
員
を

選
挙
す
る
､

と
い

う
規
定
に

よ

っ

て
､

こ

こ

で

も

ま

た

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

は
､

教
職

員
｢

任
命
+

制
度
の

頂
鮎
に

位

置
づ

け

ら
れ

る

の

で

あ

る
｡

と
こ

ろ
で
､

右
に

み

た

よ

う
な
･

公

教
育
の

指
導
･

監
督
な

㌻

び

に

任
命
の

髄
系
に

よ
っ

て

コ

ン

ド

ル

セ

が

意
固

し

た

も
の

は
､

な

ん

で

あ
っ

た

の

か
｡

公
教
育
は

公

権
力
に

よ

っ

て

設
立

さ

れ

る

も

の

で

あ

㌢
な

が

ら
､

『

布
告

草
案
』

第
七

編
､

第
九

候
の

規
定

に

み

ら

れ

る

と

お

り
､

内
務
大
臣
管
轄
下
の

行
政

機
関
は
､

ひ

と

り

甜ノ丁

数
育
施
設
の

建
造
物
を

管
掌
す
る

に

す
ぎ

な
い
｡

ま

た
､

『

報
告
』

は
､

あ
の

健
系
を

提
示

し

た

あ

と
､

｢

こ

の

手

段
に

よ

っ

て

こ

そ
､

教
育
の

濁
立

(
-

ざ
款
七
2

邑
昌
0

2

計
-

ぎ
賢
邑
-

呂
)

が

保

護

(

1 6
)

さ

れ

る

で

あ

ろ

う
+

､

と
の

ぺ

て

い

る
､

な

か

ん

づ

く
､

冒
頭
の
･

い

わ

ば

絶

論
の

部
分
で
､

｢

お

よ

そ

教
育
の

第
一

要
件
は
､

眞
理

以

外
の

も
の

を

教
授
し

な
い

と

こ

ろ
に

あ

る

の

で

あ

る

か

ら
､

公
権

力
が

教
育
に

さ

さ

げ
る

諸
施
▲
設
は
､

で

き

る

限
り
､

一

切
の

政

治

(

1 7
)

的
権
威
か

ら

濁
立

し
て

い

な

け
れ

ば

な

ら
な

い
+

､

と

い

う

原

則

む
か

か

げ
た

『

報
告
』

は
､

各
級

教
育
施
設
に

つ

い

て

そ

れ

ぞ

れ

論
じ

終
っ

た

の

ち
､

全

髄
の

絶
括
に

あ

た

る

部
分
に

お

い

て

も

ま

た
､

｢

要
す
る

に

教
育
の

猫
立
は
､

い

わ

ば

人

類
の

諸
権
利
の
一

部

を

な

す
も
の

で

あ
る
｡

人

間
は

完
成
性
(

仁
n
①

匂
e

昆
2

0
t

;
こ

芹
か
)

1
そ

れ

の

･

未
知
な
る

限

界
は
､

た

と

え

存

在

す
る

に

し

て

も
､

わ

れ

わ

れ
の

う
か

が

い

え
ぬ

か

な
た

に

あ
る

-
を

自
然
か

ら

う
け
て

い

る
｡

ま

た
､

新
し
い

眞
理
の

認
識
は
､

人

間
に

と
っ

て
､

か

れ

の

幸
酪
と

発
光

と
の

源

泉
で

あ
る
･

あ
の

･

よ

ろ
こ

ば

し
い

能
力
〔

完
成
性
〕

を

畿
展
せ

し

め
る
･

ゆ
一

の

手
段
で

あ

る
｡

だ

と

す
れ

ば
､

は
た

し
て

い

か

な
る

権
力
が

人

間
に

む
か

っ

て
､

な

ん

じ

が

知
る
べ

き

も
の

は
､

こ

れ

で

あ

る
､

な

ん

じ

が

と

ど

ま
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る
べ

き

限
界
は
､

こ

こ

で

あ
る
､

と

語
る
.
権
利
を

も

ち

う
る

で

あ

(

1 8
)

.

ろ

う
か
+

､

と

強
調

し
て

い

る
｡

し

て

み

れ

ば
､

わ

れ

わ

れ

と

し
て

は
､

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ
ル

を

頂
極
と

す
る

こ

と
に

よ
っ

て

自

己

を

完
結
す
る

公
教
育
債
系
の

も

と

に
コ

ン

ド

ル

セ

が

意
圃

し
た

も
の

は
､

公
教
育
の

内
部
か

ら
､

教
育
と

研
究
と
の

濁
立
に

敵
封

す
る
･

一

切
の

勢
力
を

排
除
し
､

公

教
育
を

こ

れ

ら
の

勢
力
か

ら

切

断
す
る

こ

と
で

あ
っ

た
､

と

推
測

し
て

誤
り

な
い

で

あ

ろ

う
｡

(

1
)

ヨ
1

0
0

訂
↑

孟
旨
呂
舛

賢
C
O

邑
t

か

d

ぎ
艶
r

喜
t

ど
ロ

p
【

旨
-

首

喜

d
e

-
､

A
設
2

日
更
訂

-

か

g
i

巴
邑
-

く
e
-

雪
ト

b
-

-

か
ゎ

e

-

賀
n
O
-

か
∽

官
1

-

〔

p

m
e

阜
G

已
-
-

む

巨

m
e

人
C
O
-
-

e

O
t

6
.

ロ

d
e

d
0

2
ト

m
e

ロ
t

仏

-

ロ

臣
芹
∽

昌
→

-
Y

E
仇
t

O

コ.
2

d
e

句

言
ロ
0

2

雪
ト

♂
亡

示
∽

勺

賀
-

e

仏

S

O

F
㌢
d

ロ

リ

巳
一

n

賢
岩

計
】

バ

ロ

賢

2

邑
O

n

召
レ

ビ
ー

首

g
し

吋

寛
昇

H

m
廿

ユ
日
e

ユ
e

ロ

巴
6

.

ロ

已
e
､

-

00
00

p

一

口
t

3
P

⊆
U

t

叫

O

P
-
.

ギ
ヨ

ー

ム

が

こ

の

｢

序
説
+

で

列
挙
し
て

い

る

と
こ

ろ

に

よ

れ

ば
､

立

憲
議

含
の

時
期
に

螢

表
さ

れ
､

な
い

し

議
合
に

建

言
さ

れ

た

教
育

計
量
は
､

国
民

教
育
と

題
す
る

も
の

の

み

で

も

九

編
､

そ

の

他

各
種

学
校
の

観
織
プ

ラ

ン

に

つ

い

て

の

も
の

を

合

す
れ

ば
､

二

十

編
を
こ

え
た

(

一

日
t

3
.

5 .
⊥

声
)

｡

そ
れ

ら
の
一

つ

に
､

→

旨
-

t

か

地

声

ユ
ぶ
〔

F
.

〇

巴
-

○
ロ

唱
ト

♂

亡

空
ト
e

こ
3

弓
か

d

巴
-

∽

-

e

∽

匂

p
p

岩
.

詔

計
夕

巳

岩
訂
p
仁

-

藍
n

か
一

句
ロ

♂

亡
か

匂

買

付
.

←
缶
.

C
P

訂
n

首

d

害
訂

宅
e

ロ

2

監
?

O

F
e
･

勺

寛
ぎ
H

2
p

コ

ヨ
e

声
口

邑
i

O

n

阜
-

N

空
こ

N

O

か

9

が

あ

る
｡

も
っ

と

も
､

こ

れ

は
､

ミ

ラ

ボ

オ

の

協
力

者
の

ひ

と

り

ス

イ

ス

人

声
0

)

さ

ぷ
の

手
に

な

る

も
の

ら
し

く

(
､

､

､

ラ

ボ

ォ

ほ
､

一

七

九

〇

年

一

〇

月
五

日

付

書
簡
で
､

亀
倉
で

濱
託

す
る

濠
定
の

公

教
育

論
の

原

稿

作

成
を
レ

ー

バ

に

依

頼
し
て

い

る

G

邑
-

臣
m
e
-

Ⅰ

ロ
t

づ

P

ま
ー
.

ロ
｡
t

e

(

い

)

Y

]

ぎ
e

n

n
e

巳
爪

音

ヱ
芦
]

‖

n
O

ロ
e

O
t

ど
ロ

8
日
廿

を
t

e

(

乳
Q

)

d
e

00

t

昌
≠
P

声
粥

d
e

声

巳
-

旨
訂
中

ロ

】
､

巴
n
e
}

抄

-
､

A
浣
e

昌
T

E

訂
口

邑
○

ロ

巴
e

も
t

P

ゴ
)

芦

く
.

勺
P

ユ
払

こ
3
N
.

は
､

右
の

論

作

の

第
一

論
文
で

あ
る

㌻

D
ビ

岩
○

弓
h

乙
e

声
宮
口

岩

訂
呂
-
-

巴
ロ
か

も

弓

-

煎
-

g

邑
○

ロ

ロ

巳
訂
口

巴
e
･

H

ロ

賢
喜
-
-

○

ロ

召
買
電
e

O

仁

d
e

-

宮
1

笥
ロ
i

邑
-

○

ロ

d

ロ

0

0

召
∽

①

n

邑
g

n

賀
t

∴
〉

を

収

録

し

て

い

る

が

(

写
訟
小

～
訣
い

Y

｢
｡

已
∽

d
e

ど
ヨ

訂
-

e

.
(

H
H
d

p

賀
t

-

e

昌
n
t

r

n
白
か

e

廿
p
→

払

○
ロ

巳

エ
=

｢
e
∽

呂
-

旨
訂
聖
-
.

2
0

弓
e
-

-

e

払

か

t

已
e

∽

の

E
.

】

P

払

0
0
-

か
t

か

符
P

n

笥
-

払

①

空
-

如
く
I
H
H

s

㌫
○
-

e
.

→
O

m
.

く
.

吋

苧

ユ
払

こ
∞

芦
ほ
､

､

､

､

ラ

ボ

ォ

の

著

作
･

演

説

目

録
の

中
に
､

上

記
の

い

ず
れ

を
も

挙

げ
て

い

な
い

｡

公
教
育
に

か

ん

す

る
･

こ

れ

ら
の

建

言

を
よ

せ

ら

れ

た

立

憲
議

骨

は
､

九

〇

年
一

〇

月
一

三

目
､

公

教
育

組

織
の

事

業
は

す
べ

て

｢

憲

法

委
員
曾
+

に

付

託

し
､

議
合
は
こ

れ

に

闘

知
し

な

い
､

と
の

布

告

を

覆

す
る

(

l
･

野

口

望
1

e

蒜

瞥
〔

賢
r
〕

‥

C
O
-

-

e
O

t
-

○

ロ

0

0

日
p
-

か
t

e

d
e

∽

-

○

畢

監
○

言
t

ロ
ー

e
t

｡
一

曾

か

一

句
P

ユ
∽
､

-

∞

声

づ
0

2

こ
.

p
.

き
〇
･

)

｡

憲

法
委
貞
の

び

と

り

9
･

邑
e

甲

巳
a

弓
-

O

e

計

→
a
-
-

e

て

り

賀
d

屯
か

ユ
g
O

昆

が
､

右
布

告
に

も

と

づ

き
､

公

教
育

組
織
に

つ

い

て

立

憲

議

骨
七

提
出

す
る

報
告
の

作
成
に

着
手

し

た

が
､

が

行
わ

れ

た
の

は
､

よ

う
や

く

九
一

年
九

月

(

一

〇
､

一

日
)

の

こ

と

で

あ
っ

た

(

G

邑
-

2
2
e
､

H

n
t

芦

阜
)

｡

河
P
p

p
O

ユ

2
1

〓
ロ

賢

2

邑
○

口

実
ト

g
丘

七
e
-

f

巴
t

p
ロ

こ

の

報

告

一

､

一

九

こ

れ
が
､

ロ
0
日
P

一
己

▲7

C
O

m

訂
d
e

O

O

ロ

賢
t

已
-

○

耳

管
1

芦

月
す
ー

ー

e

笥
呂
㌣

監
ユ

鷲

鼻

鮎



+
パ

パ
ィ
､

1
1

∃
､

勺

+
､
ヨ

+
+

う

→
+
+
1

+
月
】

+
づ
.1
り

+
｢

+
∃
+
→

+
1

.
d

.

+

‥
J

+
一

づ
べ

+
→
…
1
+
1

一+
..
ぺ
｡

∴

う

1

+

. 1∃
j

､

.1､
｢
J
→

-

+

j

13
.て
｡

⇒

→

.一-一与
㌧

.1
､

｡

一
.

-

1

-

.｢
,

一

∃

一 橋論叢 第 四 十
一 巻 第五競

レ

ー

ラ

ン

の

私

書

唱
.

ロ
P
t
-

｡
ロ

巴
.

こ

3
-

+
N

小

ヤ
ー

3

ワ
[

∈
-

召
?

.で
あ

る
｡

(

こ

の

報
告
の
､

眞
の

作
成
者
を
､

タ

ロ
e
∽

諾
n
P

亡
几

訂
∽

と

す
る

見
解

が

あ

る
｡

J
O

已
甲

恥

卜

G
ユ
ヨ
P

亡
几

T

H
-

s
t

O

首
①

､
d
e

-

P

】

旨
e

ユ
か

d

打
n
s
e
】

g

n
e

2
e

ロ
t

e

ロ

句

言
ロ
C

e
.

→
○

ヨ
エ

ロ

F
P

河
か

ノ
1

已

已
i

O

P

Z
O

亡

く
.

か

P

G

詔
ロ
○

已
?

勺

寛
首
-

窒
千

句
.

笥
.

参
照
)

(

2
)

こ

れ

に
.
は
二

つ

の

テ

ク

ス

ト

が

あ
る
｡

一

つ

は
､

O
e

≡
1

詔
S

d
e

C
O

ロ

d
O

岩
e

t
.

吋
仁

茫
-

訂
s

せ

P
→

A
.

C
O

n
d

O

岩
2
t

･

〇
〉

C
O

ロ
ロ

○
→

e
t

声

句
.
A

昌
g
〇
.

→
O

m
.

く
H
H
.

吋
P

旨
⊥
窒
ソ

写
一

会
心

-
℃
い

∴
声

名
,

p
O

ユ
‥

p
匂

.
玉
り

～
い

N

p

ワ
｡

首

計

監
n

邑
‖

苫
･

u

N

心

～
い

ざ
)

他

は
､

吋
岩
〔

打
丁

く
の

旨
P
ロ

舛

2
ト

C
O

ヨ
i

t

か

d

J

ロ
S

t

ヨ
O
t

小

O

n

p

日

夏
i

丘

七
e
･

写
-

∽

∞

～
N

参
(

声

名
七
｡

ユ
‥

冒
-

∞

∞

～
N

N

か

･
吋

旦
e
t

d
e

d

㌣

〔

岩
t

‥

p

p
.

N

宗
～
N
h

声
)

で

あ

る
｡

雨
テ

ク

ス

ト

の

問
に

は
､

細

部

に

お

い

て

若

干
の

相

異
が

あ

る
｡

九
二

年
四

ゼ
一

〇
日

の

･

コ

ン

ド
ル

セ

の

報
告

は
､

国
王
ル

ゥ

イ

一

六

世
の

･

突

然
の

議

含

出

席
に

よ
っ

て

中

断
さ

れ

た
た

め
､

二
一

日

に

も

ち
こ

さ

れ
た
｡

(

守
｡

｡

釘
丁

言
古
P

仁

㌍
N

巴
こ

)

国
王

出

席
の

目

的
は
､

封
オ

ー

ス

ト

リ

ア
･

ハ

ン

ガ

リ

宣

戦
に

つ

い

て

議
合
に

う
っ

た

え

る

た

め

で

あ
っ

た
｡

し
か

し
､

こ

の

戦

争
は
､

後
に

プ

ロ

イ
セ

ン

の

参
戦
を

招
き
､

八

月
一

つ

日
の

｢

第
二

フ

ラ

ン

ス

革
命
+

(

G
･

｢
e

訂
b

三
e
)

､

王

制
磨

寵
の

一

因

と

な
っ

た
｡

(

3
)

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

は
､

第
一

部

門
(

○
】

P
S

芳
)

｢

数
学
･

物

理

学
+

(

第
一

分
科

(

芳
○

こ
O

n
)

｢

解
析
+

.は
じ

め
五

分

科
か

ら

な
り
､

パ

リ

在
住

合

貝
､

デ
パ

ル

ト

･マ
ン

奄
任

合
貝
､

お

の

お

の

四

八

名
､

外

敵
人

骨
貝
八

名
に

ょ

っ

て

組

織
さ

れ

る
)

､

第
二

部

門
｢

道

徳

学
･

政

治

畢
+

(

第
一

分
科
｢

形

而
上

畢
･

道

憩
愚

情
理

論
+

は

じ

め
五

分

朗JT

科
､

パ

リ

在
任
合
貝
､

デ
パ

ル

ト

マ

ン

合
員
､

お

の

お

の

三

〇

名
､

外

国
人

合
員
八

名
)
､

第
三

部
門

｢

應

用
科

畢
+

(

第
一

分
科

｢

腎
撃

物

理

学
･

外

科

撃
+

は

じ

め
一

〇

分

科
､

パ

リ

在
住
合

員
､

デ
パ

ル

ト

マ

ン

在
住

合

員
､

お

の

お

の

七
二

名
､

外

国
人

禽
貝
二

名
)

､

第
四

部

門

｢

文
学
･

聾
術
+

(

第
一

分
科

｢

文

法
･

批
評
+

は

じ

め

六

分

科
､

パ

リ

在
住
合
貞
､

デ
パ

ル

ト
マ

ン

在
任
合
貝
お

の

お

の

四

四

名
､

■

外

国
人

禽
貞
一

二

名
)

､

か

ら

構
成

さ

れ

る

(

O
e

彗
､

3
∽
･

く
H
I
･

窒
牟

～
笠
P

付

言
○

訂
七
e

ユ
U

P

仁

H
.

N

山

∞

～
N

毒
.

)

｡

こ

の

四

部

門

は
､

ア

ン

ス

テ
イ

テ
ユ

､

リ

セ

､

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

に

共

通
し
て

お

り
､

分

科

は

後
二

者
の

各

部

門
内
に

の

み

お

か

れ

る
｡

(

4
)

○
①

喜
1

記
㌍

く
H

H
)

苔
-
･

守
｡

○

釘
丁

諾
旨
告
声

N
-

い
･

(

5
)

O
e

彗
1

記
∽
.

く
H
H
､

笠
い

～
窒
P

守
O
C

監
丁

三
言
呂
粥

N

山

叫

～
N

声

(

6
)

O
e

喜
1

記
S
.

ノ

己
㌦
-

N

～
㌍
い
･

冒
｡

&
∽
･

く
e

旨
巨
粥
･

N
-

∽

～
N

-

や
･

(

7
)

『

布

告

草

案
』

の

･

他
の

編
は
､

第
一

編

保
､

第
二

編
｢

初
級

学
校
+

一

六

保
､

第

三

編

二

保
､

第

四

編
｢

ア

ン

ス

テ

イ

テ

ユ

+

一

〇

條
､

一

二

保
､

第
六

編
｢

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

+
｢

教
育
の

区
分
+

六

｢

第
二

級

学
校
+

一

第
五

編

｢

リ

セ

+

一

一

條
､

第
九

編

｢

租

国
の

生

徒
+

〔

奨
畢

生
〕

七

條
､

で

あ

る
｡

渡
達
誠

詳
『

コ

ン

ド

ル

セ

･

革
命
議
合
の

教
育

計

量
』

(

岩
波

文

庫
)

は
､

こ

の

『

布
告

草

案
』

の

部
分
を

浮
出
し

て

い

な
い

｡

(

8
)

前

出

註
(

3
)

を

参
照
｡

(

9
)

こ

れ

は
､

全
フ

ラ

ン

ス

で

九
つ

の

リ

セ

の

霞

城

決

定
に

か

ん

す

る

條
項
で

あ

る
｡

(

1 〇一
)

■
こ

れ

は
､

ア

ン

ス

テ

イ

テ

ユ

の

高

域
に

か

ん

す
る

條

項
で

あ



く豆1 ) ヒ シ F ル セ と教育 の碗立して
ー

エ

ー̀ゝ
ぺ

埠
r

＼虹

る
｡

(

1 1
)

以

上

は
､

O
e

≡
1

諾
払
.

く
ー
i
､

繁
り

～
窒
¢
一

宮
0
0

か

苧
d

d
H

b

p

G
H
.

N

中
一
､

/
､

N

ヰ

N
.

(

1 2
)

前
出

諜
(

3
)

を

参
照
｡

(

1 3
)

省
略
部
分
は
､

被
選
畢

資
格
者

敷
の

調

整
に

か

ん

す

る

規
定
で

あ

る
｡

(

1 4
)

省
略

部
分
ほ
､

管
理

者
任

命
に

か

ん

す

る

規
定
で

あ

る
｡

(

15
)

第
一

二

條
は
､

外

国
人

教
員
に

か

ん

す

る

規
定
､

第
一

､
三

保
は
､

教
員
任

用

期
間
に

か

ん

す
る

規

定
､

第
一

四

條
は
､

こ

の

『

布

告
』

に

よ
っ

て

初
め
て

全

数
育

施
設

が

創
設

さ

れ

る

さ

い

の

任
用
に

つ

い

て

は
､

別

種
方

式
を

指
示

す
る

旨
､

の

規

定
で

あ

る
｡

1 8 1 7 1 6

O
e

仁

勺

岩
戸

く
H
H
､

と
い
.

勺

冒
○

訂
七
e

旨
P

日

日

N

-

p

O
e

戸

∃
2

払
･

く
H
H
)

畠
-
･

ロ
1

0
C

訂
･

1

d

旨
2
-

H

+
芦

○
¢

仁

∃
0

¢
.

く
H
H
､

h

N

N

～
h

N

山
.

吋
ヨ
)

乱
甲
く
0

ユ
F

P
仁
粥
一

N

N

山
.

〓

(

1
)

『

一

七

九
一

年
フ

ラ

ン

ス

憲
法
』

は
､

『

入

植
･

市
民

権
宣

言
』

(

2
)

(

一

七

八

九

年
)

を

自
ら
の

基
礎
と

解
し

て

い

る

に

も

か

か

わ

ら

■
(

8
)

ず
､

『

宣
言
』

を

こ

え
る

二
一

つ

の

規
定
を

含
ん

で

い

る
｡

す
な
わ

ち
､

『

憲
法
､

第
一

編
､

憲
法
に

よ
っ

て

保
護
さ

れ

る

基
本
的
諸
規

定
』

の

第
六
パ

ラ

グ

ラ

フ

に
､

｢

遺
棄
さ

れ

た

兄
童
を

養
育
し
､

癌

疾
の

貧
民

を

救
済
し
､

身
鯉
の

健
全
な

貧
民
で

努

働
を

取
得
す
る

ヽ

ヽ

ヽ

l

こ

上
の

で

き

な
か

っ

た

者
に

労
働
を

提
供
す
る

た

め

に
､

公
的
扶

助
の

全

般
的
施
設
が

創
設
さ

れ

組
織
さ

れ

る

で

あ

ろ

う
+
､

と

さ

れ

る

の

が

そ
の

一

で

あ

り
､

壊
く

第
七
パ

ラ

グ

ラ

フ

に
､

｢

全
て

の

市
民

に

と
っ

て

平
等
で

あ

り
､

全
て

の

人
間
に

と
っ

て

不

可

映
の

ヽ

ヽ

ヽ

教
育
部
分
に

つ

い

て

は

無
償
で

あ

る

公
教
育
人
∈
ロ
e

旨
監

⊇
邑
Q

さ

小

さ
巴
甘

莞
､

0

0

日
2
日
づ
e

抄

t

O

ロ
の

ー

2
∽

○
叶

t

O

笥
ロ
∽
-

g

岩
t

已
t

e

㌢

-

ず

g

甲

乙
d

e
払

勺
p

ユ
岩

.

払

巧
e

n
s

e
-

g

ロ
e

ヨ
e

ロ
t

訂
巴
四

竹
e

日
払

P

E
e
払

七
〇

弓

t

O

宏
･
】

e
払

F
O

日
m
e
払

)

が

創
設

さ

れ

組

織
さ

れ

る

で

あ

ろ

う
｡

こ

れ

の

施
設
は
､

段
階
的
に
､

王

国
の

直
別
に

應
じ
て
､

配
分
さ

れ

(

4
)

る

で

あ

ろ

う
+

､

と

す
る

の

が
､

そ

の

二

で

あ

る
｡

ブ

ル

ジ

ョ

ワ
･

デ
モ

タ

ラ

シ

ー

の

諸
主

張
に

終

始

す
る

『

人

権
･

市
民

権
宣

言
』

金
一

七

草
の

･

ど
の

規
定
か

ら
も

演
繹
さ

れ

る

こ

と
の

で

き

な
い

･

右
の

二

規
定

が
､

ど
の

よ

う

な

思
想
と

経

緯
と

に

も

と
づ

い

て

『

九
一

年
憲
法
』

の

中
に

現
わ

れ

る

に

い

た

へ

5
)

っ

た
か
､

を

解
明

す
る

こ

と

は
､

本
論
の

テ

ー

マ

に

は

属
さ

な
.
い
｡

一

七

九
二

年
.
ニ
ー

月
､

主

と

し

て

左

派

山

嶽

黒
の

提
唱
の

も

と

ヽ

ヽ

ヽ

(

6
)

に
､

初
め
て

公
教
育
の

義
務
制
化
ヘ

ム
動
向
が

胚
胎

す
る

さ

い
､

公
教
育
の

貫
徹
の

前
提
と

し

て

貧
民

扶
助

の

問

題
が

提

起
さ

れ

(

7
)

る
､

と
い

う
事
賓
は
､

お

の

ず
か

ら
､

こ

の

二

規
定
の

背
後
に

伏

在

す
る
･

一

つ

の

意
味
を

語
っ

て

い

る
｡

立

法
議
曾
は
､

為

の

『

意
迭
の

規
本
規
定
』

第
七
パ

ラ

グ

ラ

フ

4 古9

｢
乞

い

邑
臣
軒
r

訂
邑

一‥′㌣
良
㌦

転
卜
軒

賢
n

転
叶
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一 橋論叢‾第四 十 ｢ 葛 第五 親 ( 2 2 )

に

定
め

ら

れ

た
･

公
教
育
創
設
の

事
業
に

着
手

す
る

た

め
､

餞
足

早
々

の
一

七

九
一

年
一

〇

月
一

四

日
､

国
民

議
合
第
一

九
の

委
員

合
と

し

て
.
『

公

教
育
委

員
合
』

(
】

e

C
O

m
i

t

か

(

訂

-
〉

ど
の

t

→
ロ

ロ
t

ど
ロ

(

8
)

H

己

E
i

β

岳
.

)

を

組
織
す
る
｡

硬
い

て
一

〇

月
二

八

日

に

は
『

公
教

育
委
員
合
』

の

メ

ン

バ
■
-

に
､

コ

ン

ド

ル

セ

ほ

か

二

三

名
の

委
員

が

任
命
さ

れ
､

同
委
員
合
は
､

一

〇

月
三

〇

日
の

第
一

同

委
員
合

で
､

議
長
コ

ン

ド

ル

セ
､

副
議
長
バ

ス

ト

レ
､

書
記
ヲ

セ

ぺ

ー

ド
､

(

9
)

ア

ル

ポ

ガ

ス

ト

ら
の

役
員
を

選
挙
し
､

活
動
を

開
始
す
る
｡

と
こ

ろ
で

わ

れ

わ

れ

は
､

『

立

法
議
禽
公

教
育
委
員
合
議
事
鐘
』

が
､

第
四

同

委
員
合
(

九
一

二
一

･

五
)

に

つ

い

て
､

｢

コ

ン

ド

ル

セ
､

公

教
育
に

か

ん

す
る
･

彼
の

諸
論
文
を
一

括
し
て

提
出
+

､

と

(

1 0
)

記
銘
七

て

い

る

の

を
､

み

い

だ

す
｡

右
『

議
事

録
』

編
集
者
ギ
ヨ

ー

ム

の

註
記
に

し

た

が

え
ば
､

提
出
さ

れ

た

論
文
数
は

四

縮
で

あ

り
､

そ

れ

ら

は
､

コ

ン

ド

ル

セ

が

刊
行
協
力

者
で

あ
っ

た

『

公

人

文

庫
』

(

:

望

g
O
t

F

g
仁
e

d
e

-

出
○

ヨ
m
e

H

岩

g
O

J

に

連
載

(

1 1
)

さ

れ

た

も
の

で

あ

る
｡

と

す
れ

ば
､

こ

の

･

四

編
の

論
文
は
､

ア

ラ
ゴ

お

よ

び

オ

コ

ン

ノ

ー

ル

編
集
町

『

コ

ン

ド

ル

セ

著
作
集
･

第

七

巷
』

所

収
の

･

『

公

教
育
に

つ

い

て
』

(

S

弓
】

二

F
芝

2
0

江
○

ロ

廿
日
寸
】

i

q

萱
P
)

と

題
す
る
･

五

編
の

論
文
の

う
ち
､

第
五

を

除
く
他

の

四

論
文
に

ほ

か

な

ら
な
い
｡

す
な

わ

ち
､

第
一

論
文

-
公
教
育
の

本

質
と

目

的
(

Z
P

言
+

の

｡
t

｡

富
t

甜
.

4
▲

d
①

-
､

i

ロ

賢

2
0

t
i

O

ロ

p
日

夏
首
e

戸
)

『

公
人

文
庫
』

第
二

年
第
一

競

(

1 2
)

掲
載
｡

第
二

論
文

!
兄
重
の

た

め

の

普

通

教

育
に

つ

い

て

(

S

弓

(

1 3
)

〓
ロ
∽
t

2
已
ど
ロ

g
日
日
亡
ロ
e

ゃ
じ

喜
-

e
∽

e

n
f

P

ロ
t

地

こ

『

公
人

文
庫
』

第
二

年
第
二

鍍
掲
載
｡

第
三

論
文

-
成
人
の

た

め

の

普

通

教

育
に

つ

い

て

(

S

弓

(

1 4
)

-
､

訂
s

t

2
の
t
-

O

n

0

0

日
日
日

β
e

匂
○

ロ
H

-

e
払

ど
m
m
e

∽

し

『

公
人

文

庫
』

第
二

年
第
三

競
掲
載
｡

第
四

論
文

-
職
能
に

か

ん

す
る

教
育
に

つ

い

て

(

∽
ロ
→

】
､

㌢
.

(

1 5
)

賢

2
0

t
i

O

n

3
-

巳
i

d

d

P

仁
粥

p

3
計
器
i

O

ロ
∽

し

『

公
人

文

庫
』

■
第
二

年
第
九

競
掲
載
｡

〔

第
五

論
文

-
-
科
学
に

か

ん

す

る

教

育
に

つ

い

て

(

S

喜

(

1 6
)

-

J

n
∽
t

2
-

O
t
小

○

ロ

→
e
-

p
t
-

く
①

P

白
粥

琶
-

e

β
O

e

P
)

〕

前
節
で

ふ

れ

た
･

周

知
の

『

公

教
育
の

全

組
織
に

か

ん

す
る

報

告
､

お

よ

び

布

告

草
案
』

に

び

き

く

ら
ぺ
､

こ

の

『

公

教
育
に

つ

い

て
』

(

以

下

『

公

教
育

論
』

と
よ

ぶ
)

の

作
品

は
､

論
及
さ

れ

る

こ

と

餞
り
に

少
く
､

論
者
ま

た
､

高
々

そ

れ

の

内
容
を

紹

介
す
る

に

(

1 7
)

と

ど

ま
っ

て

い

る
｡

し

か

し
､

こ

の

取
扱
い

は
､

づ

ぎ
の

理

由
に

て

ら

し
て
､

い

ち
じ

る

し

く

不

嘗
で

あ
る
､

と

い

わ

ざ

る

を

え

な

一

寸
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( 2 3 ) コ ン ド ル セ と教 育の 濁立

い
｡

す
な

わ

ち
､

『

報
告
･

布
告
草
案
』

を

『

公

教
育
論
』

と

封
属

す
る

曝
に
一

見
し

て

明

ら
か

な
よ

う
に
､

前
者
は
､

後
者
の

･

い

わ

ば

結
論
で

あ

り

襲
約
で

あ
る

に

と

ど

ま
っ

て

い

る
｡

外

形
的
な

鮎
で

は
､

た

と

え

ば
､

『

報
告
』

の

緒
論
に

あ
た

る

部
分
は
､

著
作

集
の

･

わ

ず
か

五
ペ

ー

ジ

を

し

め
る

に

す
ぎ

な
い

が
､

こ

れ

は
､

『

公
教
育
論
･

第
一

論
文
』

す
な
わ

ち

｢

公

教
育
の

本
質
お

よ

び

目
的
+

(

著
作
集
で

六
一

ペ

ー

ジ

に

あ

た

る
)

の

集
約
で

あ

る
｡

そ

こ

か

ら
､

■
内
面
的
に

は
､

コ

ン

ド
ル

セ

が
､

公
教
育
の

必

要
性
を

ど
の

よ

う
に

う
け
と
っ

た
の

か
､

な
に

を

公
教
育
に

期
待
し

た

の

か
､

ま
た

公
教
育
の

組
織
を

ど
の

よ

う
な

原
理

か

ら

導
き

出
し

た

の

か
､

な
ど

の

諸
鮎
に

つ

い

て
､

か

れ

の

･

横
波
的
な

思
考
･

凄

憩
過
程
を

う
か

が

う
に

足
る

も
の

は
､

『

報
告
･

布
告
草
案
』

の

中

に

は
､

ほ

と

ん

ど

残
さ

れ

て

い

な
い

こ

と
に

な
る
｡

い

い

か

え

れ

ば
､

『

報
告
』

は
､

公

教
育
の

目

的
を

三

つ
､

す
な

わ

ち
､

個
人

の

･

自
己
の

樺
利
の

認
識
お

よ

び

行
使
能
力
の

形
成
､

市
民
一

般

の

頑
祉
の

増
大
の

た

め

の

･

技
術
の

進
歩
､

お

よ

び

人

類
の

完
成

へ

の

貢
献
､

に

お

い

て

い

る

が
､

コ

ン

ド

ル

セ

は

な
に

ゆ

え

こ

の

三

目
的
を

措
定
し
た

の

で

あ

る

か
､

『

報
告
･

布
告

草
案
』

が

た

て

て

い

る
､
･

公
教
育
の

五

階
程
は
､

右
の

目

的
と

ど
の

よ

う
に

連
関

す
る

の

で

あ

る

か
､

■
そ

し
■■
て
､

と

り

わ

け
､

公
教
育
は

す
ぺ

て

の

政

治
権
力
か

ら

切

断
さ

れ

て

い

な

け
れ

ば

な

ら
.
ぬ
､

と

す
る

断
定

は
､

は

た

し

て

ど
の

㌣
T

フ

な

思
想
か

ら

優

し

た

の

で

あ

る

か

1

-
､

こ

れ

ら
の

理

解
を
､

わ

れ

わ

れ

は
､

い

ず
れ

も

『

公
教
育
論
･

第
一

論
文
』

に

ま

た
.
な

く
て

は

な

ら
な
い

の

で

あ

る
｡

つ

ま

り
､

コ

ン

ド

ル

セ

は
､

右
の

よ

う
な

基
本

的
諸
鮎
に

つ

い

て

の

所
見
を

『

公

教
育
論
』

の

中
で

験
す
と
こ

ろ
な

く

按
摩
し

開
陳
し

た
､

と

い

う
前
提
の

上
で
､

『

報
告
･

布
告

草
案
』

の

作
成
に

着
手
し

た
､

と
い

っ

て

差
支
え

な
い
｡

こ

の

こ

と

は
､

上

記

第
四

同
委

員
合
以

後
の

･

公

教
育
委
員
合

の

事
業
経
過
に

よ

っ

て

も
､

立

透
さ

れ

よ

う
｡

す
な
わ

ち
､

第
一

に
､

『

議
事
録
』

は
､

コ

ン

ド
ル

セ

が
､

第
四

同
委
員
含
で

『

公

教
育
論
』

中
の

四

論
文
を

提
出
す
る

と

同

時
に
､

｢

公
教
育
の

囲
分
計
量
､

お

よ

び

同

数
育
に

か

ん

す
る
一

般
原
則

(

1 8
)

の

要
約
を

朗
讃
し

た
+

､

と
つ

た

え

て

い

る
｡

こ

の

こ

と

は
､

コ

ン

ド
ル

セ

が
､

す
で

に

『

公
教
育
論
』

の

諸
原
則
を

確
定

的
な
も
の

と

し
て

ふ

ま

え
た

上

で
､

公
教
育
の
一

般
原
則
お

よ

び

組
織
計

量

の

作
成
を

進
め
て

い

た

滑
息
を

語
る

も
の

で

あ

ろ

う
｡

第
二

に
､

公

教
育
委
員
合
は
､

そ

の

後
し

ば

ら

く

は

公
教
育
問
題
を

討
議
す

る

こ

と

な

く
､

同

委
員
合
の

･

本

楯
的
な

事
業
は
､

第
三
一

同
委
一
一
･

⊥

貞
合
(

一

七

九
二

･

一

･

一

け
一

〇
)

で
コ

ン

ド
ル

セ

が
､

公

教
育
の

全

都

一

r､し′ワ
▲F
■
､
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.す一

魁
俄
に

か

ん

す
る

布
告

草
案
(

す
な

わ

ち
､

上

述
の

『

布
告

草
案
』

■
の

原
案
)

を

提
出
し
た

時
か

ら
､

始
ま

る
｡

し
か

し
､

次
回
第
三

三

岡
(

九
二
･

二

･

三
)

か

ら
コ

ン

ド

ル

セ

が

議

禽
で

報

告

を

行

ぅ
直

前
の

第
六

七

同
(

九
二

･

四
･

一

八
)

ま
で

の

･

前
後
二

七

同

に

わ

た

る
･

委
員
骨
の

審
議
経
過

の

記

録

は
､

『

報
告
』

の

原
案

(

2 0
)

(

第
五

九

同
､

九

二
･

四
･

九
､

提
出
)

に

つ

･い

て

は

も

と

よ

り
､

一

月

三

〇
目

捷
出
の

『

布
告
草
案
』

の

原
案
に

つ

い

て

も
､

コ

ン

ド

ル

セ

の

諸
原
則
を
ほ

ぼ

そ
の

ま
ま

承
認
し

た
こ

と

を
､

示

し
て

い

る
｡

と

す
れ

ば
､

ま

ず
､

第
三
一

同

委
員
合
提
出
の

『

布
告
草
案
』

の

原
案
は
､

第
四

国
塊
出
の

覿
織
プ

ラ

ン

が

具
倍
化
さ

れ

た

も

の

で

こ

そ
あ

れ
､

第
三
一

同

ま

で

の

問
に

コ

ン

ド

ル

セ

に

は
､

第
四

同
提
出
の

プ

ラ

ン

を

襲
更
し

な

け
れ

ば

な

ら
な

い

理

由
は
､

な

ん

ら

存
在
し

な
か

っ

た

の

で

あ

り
､

さ

ら
に
､

第
三

二

同

以

後
第
六

七

同
に

い

た

る

間
に

も
､

『

布
告

草
案
』

原
案
と

『

報
告
』

原
案
と

の

基

礎
､

す
な
わ

ち
､

『

公

教
育
論
』

の

基
本

的
立

場
を

修
正

す
る

必

要
ほ

生

じ

な
か

っ

た

の

で

あ

る
｡

以

上
に

よ

る

な

ら
ば
､

『

報
告
･

布
告

草
案
』

の

前
提
で

あ

り
､

し
た

が

っ

て

そ

の

中
に

は

も

は

や

再
現

さ

れ

な

か
っ

た
･

『

公

教

育
論
』

の

思
考
過
程
を

無
税
し
て
､

前
者
の

み

に

も

と
づ

い

て
コ

ン

ド
ル

セ

の

公
教
育
観
の

理

解
を

は
か

る

こ

と

は
､

む

し

ろ

不

可

館JT

能
に

近
い
､

と
い

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
｡

(

1
)

一

七

八

九

年
七

月
一

四

日
､

国

民

議

曾
は

新
た

に

八

名
か

ら

な

る

憲
法
義
貞
骨
を

任
命
す

る
｡

七

月
二

七
､

二

八
日

に

委
員
が

提

出

し

た

報
告
を

め

ぐ

る

討

論
は

八

月
二

八
日

に

開
始
さ

れ
､

以

爽
ほ

ぼ

二

箇
年
を

賛
し

た

憲

法

成

文

は
､

一

七

九
一

年
九

月
三

日

議

合
の

承

認
と

国
王
の

批
准
と
を

え

た

(

〔
O
e

弓
く
e

-

か

g

互
賢
才
e

d
e

-

a

押
か
.

J

さ
ー

ま
ー

○

ロ
ー

官
1

｢

C
P

訂
n

e

t

戸

G

占

え
･

対

当
-

∽
】

-

2
い
･

p
.

璧
T

t

)

｡

(

2
)

『

宣

言
』

は
､

八

月
二

六

日

に

行

わ

れ
､

一

一

月

三

日
に

公

布

さ

れ

た

(

C
P

ど
ロ

e

{

G

古
畳
い

ー

N
-
.

ロ

弓
e

蒜
蒜

.

H
〉

H
-

u

∞

し
｡

(

3
)

『

憲

法
』

前
文

は
､

｢

国

民

議
合
は
､

さ

き
に

そ

れ
が

承

認
し

宜

言

す
る

に

い

た
っ

た

諸

原

理
の

上
に

フ

ラ

ン

ス

憲

法

を

樹
立
せ

ん

と

欲
し

…

…
+
､

と
の

ぺ

て

い

る
｡

(

4
)

C
P

F
e

ロ

e

什

G
仁
y
O
t

-

N

h
.

(

5
)

一

七

九

〇

年
三

月
二
一

日
に

設

置
さ

れ

た

｢

救

貧
制
度
廃
止

委

員
含
+

の

『

事
業
プ

ラ

ン

』

の

中
に
､

『

憲

法
･

基

本

規
定
』

第
六
パ

ラ

グ

ラ

フ

に

封
應

す
る

思
考
が

み

ら

れ

る
｡

｢

そ

れ

ゆ

え
､

社

食
の

義
務
は
､

貧
困
の

防
止

の

方

策
を

求
め
､

貧
困

を

救

済
し
､

生

き

ん

が

た
め

に

労
働
を

必

要
と

す
る

人
々

に

努
働
を

提
供
し
､

ニ

れ

を

拒

む

時
に

は
､

我

利
し
､

年
令
な
い

し

傷
病
の

た

め
に
一

切
の

生

活

手

段
を

奪
れ

た

人
々

を
､

労
働
に

よ

ら

ず
し
て
､

扶

助

す

る

こ

と
に

あ

る
+

｡

そ

し

て

『

事
業
プ

ラ

ン

』

は
､

こ

の

義
務

を

根
墟
づ

け

る

に

あ

た
っ

て
､

｢

人

間
は

全
て
､

生

存
の

権
利
を

も
つ

+
､

と
い

う

命
題
に
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よ

ら

ざ
る

を

え
な

か

っ

た

し
､

こ

の

命
題
を

『

人

格
宣

言
』

に

結
び

つ

け

ざ
る

を

え
な

か

っ

た

(

跡

目
ロ
①

｢
0

く

臣
筈

弓
‥

H
-

監
○
-

岩

倉
s

O
-

p
払
の

e

の

0

日

く

コ.

㌢
e

払

e

t

d
e

〓
ロ
d

亡

賢
ユ
e

e

n

句
→

P

ロ
O

e

み
¢

-
N

由
や

p

-

00

冒
t

N
｡

臣
.

→
O

m
.

H
.

勺

寛
ぎ
-

空
い
.

宅
.

已
～

芦
)

｡

(

6
)

コ

ン

ド
ル

セ

･

プ

ラ

ン

を

ほ
ぼ

踏
畢
し
た
･

ラ

ン

ト

ナ

ス

･

プ

ラ

ン

(

河
p

廿

p
O

ユ
e
t

p

岩
音
t

か
O

d
か

○

諾
t

払

弓
-

ざ
H

粥

巴
}

-

∽

邑
-

O

n

血

打
切

か

8
-

e

切

勺
コ
m
巴

諾
タ

p
り

か

等
n
t

か
∽

P

-

㌢

c
O
ロ
d

d

已
6

.

ロ

β
p
t

6
.

ロ

巴
e
､

p

百

日
0

2

d
e

払

○

臼

〔
○

ヨ
旨
か

彗
ロ
の
t

2
-

C
t

訂
n

廿

日

王
首
⊆
t P
-

]

盲
→

句

[

→

P

n
¢

○

訂
]
.

F

巴
-

t

F
O

口

髭
､

e
t

O
一

対
り

O
C

か

苧
く
①

ユ
F

空
-

舛

P

仁

C
O

目
旨
か

年

F
仇

汀
ぢ
U

t

ざ
ロ

せ

亡
b
】

首
亡
e

n

訂

-

P

C
O

ロ

く
e

ロ
t
-

○

日

日

巳
6

.

ロ

巴
e
.

→
O
一

戸

1
.

吋

寛
ぎ
-

00

芦
.

(

声

名
p
O

ユ
〉

ヨ
～
∞

〇
.

勺

3
甘
t

d
e

d
か
･

宅
e

t
-

畏
～
ご
■

)

が
､

一

七

九
二

年
一

二

月
一

二

日

に

国
民
公

舎
で

報
告
さ

れ

た

の

を

横
合
に
､

公

教
育

委
員
含
を

支

配
し

て

い

た
･

コ

ン

ド

ル

セ

の

就
学
自

由
の

原

則

に

反

封

し
て
､

一

二

月
二

〇
日

デ
ュ

コ

ス

は
､

｢

教
育
は
､

権
利

に

お

い

て

平

等
な
･

一

切
の

市
民
に

た

い

し

平

等
に

辟
属
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

+

､

と

す
る

立

易
か

ら
(

S

弓

〓
ロ

監

言
○

什

訂
口

廿

日

已
首
声
e

e

t

8
か

c
-

巴
e

臼
e

n
t

竺
-

→

】

e

払

か

c

O
】

e

ひ

p

ユ
日
已

言
∽
､

p

宅
[

-

e

斡
ロ
･

句
→

巴
】

笥
訂
]

D
∈
〕

○

の
ー

O

t

〇
.

吋

3
0

訂
･

く
e

T

訂
白
粥
.

H
.

-

監
～
-

や

N
.

)
､

ま
た

ル

タ

レ

ル

タ

は
､

フ

ラ

ン

ス

国

民

の

モ

ラ

ル

の

新
生

の

た

め

に

は

｢

社

食
性
+

を

形

成
す
る

｢

共

同

教

育
+

が

必

要
で

あ

る
､

と

い

う

立

場
か

ら

(

ロ
訂
0

0

弓
払

望
-

→

-
､

】

苧

賢
コ
一

口
t

ど
ロ

せ

仁

E
i

血

.ロ
e
､

葛
ニ
e

O
-

什

○
叫
d

臼

-

[

e

㌢
ロ
]
.

･

せ
[

p

p
t
-

賢
e

]
.

H

b

已
e

3
､

e
t

〇
.

守
O
C

訂
･

d

d
ユ
リ

呂
M
.

H

+
諾
～
-

浣
)
､

初

級
教
育
の

義
務

制
を

提
唱

す
る
｡

-
ル

タ

レ

ル

タ

の

場
合
に

は
､

不

就
単
に

た
い

す
る

最
期

規
定
が

用

意
さ

れ

て

い

た
｡

｢

そ

の
･

ゆ
一

の

財
産
が

腕
の

中
に

あ

る
･

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

市

民
+

は
｢

知
識
教

育
と

人

間

教

育
と

を

輿
え

ら

れ

て

い

な
い

+
､

と

し

て
､

㍗
フ

ン

ス

の

｢

全

見

童

は

共

和
国
抄

費
用
で

教

育

さ

れ

る
+
､

｢

全

兄

重
は
､

同
一

の

食
事
､

同
一

の

衣

服
､

同
一

の

教
育
､

同
一

の

配

慮
を

う
け

る
+

こ

と

を

要
求

し

た
へ

【

吋
】

P

ロ

d

ぶ
み
亡
○

巳
-

○

ロ

n

苧

t
小

O
n

巴
e

d
e

呂
ど

訂
-

｢
e

匂
e
-

e

t
i

e
り

､

-

が

成
立

し
た

の

も
､

一

二

月
二

四

日

か

ら
一

■
月
一

三

日
の

問
で

あ
る

(

ル

プ

ル

シ

エ

･

ブ

ラ

ン

は
､

山

嶽
黒
が

政

治
権
力

を

奪
取

し

た
の

ち
の
一

七

九
三

年
七
月
一

三

目

に

ロ

ベ

ス

ピ

エ

ー

ル

に

よ
っ

て

国

民

公

舎
に

提

出

さ

れ

た
｡

吋

3
･

〇

釘
↑

言
旨
血

巨
粥

(

F

C
O
H

已
t

か

d

ぷ

ロ

賢

岩

邑
○
ロ

勺
ロ
ビ

已
β

仁
e

d
e

-

P

n
O

日
々

d

巳
】

○

日

日

巴
-

中
ロ

巴
①
.

→
O
H

P

I
H
.

吋

賀
-

∽
､

-

怒
声

p

ワ

い

N

～
中
N
.

)

｡

(

7
)

一

二

月
二

〇
日

に

デ
ュ

コ

ス

､

ル

ク

レ

ル

タ

と

と

も
に

ラ

ン

ト

ナ

ス

･

プ

ラ

ン

に

反
封

演
説
を

行
っ

た

プ

チ

は
､

公

教
育

委
員
合
実

に

よ
る

初

級

畢

校
の

利

益

を

う
け

る

の

は
､

｢

富
者
で

あ

り
､

し

か

り
､

富
者
の

み

で

あ

る
+
､

と

し
､

コ

ン

ド
ル

セ

の

全

公

教

育
の

無

償

制
に

も
か

か

わ

ら

ず
､

都
市
･

農

村
の

･

貧
民
の

子

弟
が

｢

自
ら
の

パ

ン

を

稼

ぐ
た

め

に
+

就
畢
の

不

可

能
な

現

賓
を

指
摘

す
る
｡

か

れ

は

救

貧
制

度
の

廃

止
と
こ

れ

に

か

わ

る

｢

配

分
の

正

義
+

を

公

教

育

の

前

提

條
件
と

し
て

要
求
し
､

こ

の

具

髄
的

方

策
と

し

て
一

種
の

財

産

株
に

よ

る

公

的
基

金
を

設
け

る

こ

と

を

提
案
す

る
｡

こ

の

基

金
に

ょ
っ

て

｢

パ

ン

を

必

要
と

す
る

者
に

は
パ

ン

を
､

労
働
を

必

要
と

す

る

者
に

は

労
働
を

輿

え
て
+

初
め

て

｢

人

間
の

尊
厳

が

自

覚
さ

れ
る
+

の

で

あ
っ

て
､

｢

公

教
育
の

第
一

ペ

ー

ジ

は
こ

こ

に

あ

る
+
､

と
プ

チ

は

の

ぺ

て

い

る

(

○
甘
n
-

○

日

d
e

買
訂
F
e
-
･

E
P

m
e

■
勺
e

t
-

チ

…
‥

C

O

苧

4 6 3

臣
払
.声
｢
｢

【
ト
､

F

L
∴
し

■～
■い
ハ

ニ
こ
可

㌣
F
ニ

訂
一

転
一

弘
㌢

托
鉢

卜
E
.

.に
ご
L
卜

巨

し

.丁
ト

〉

′

′

〆

.:
■卜
L

㌧

卜
妄
ヒ

→.
ト
.

ご
P

.■訂
∵
L

■L
h

E
い

+

｢

.

1

∵

転
亡
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丁 つ 7
与 ア ヤて

こ
くさ■､◆‾

･t
蒜
】

e

.
唱
且
e

t

d
e
∽

か

n

｡
】

e
払

胃
-

m
巴
+

e

∽
､

胃
か

琴

芝
か

唱
P
→

-

e

一

C
O

邑
t

か

年
-

n

箆

2
0
t

訂
β

勺
ト

♂

E
q

声
2

d
2

-

P

C
O

ロ

く
e

n
-
-

○

日

日

ヤ

t
}

○

ロ

且
e
.

勺

3
0

か

ゃ
d

d
叶

b
P

亡

粥
.

H
一

-

宗
～
-

∞

N
.

■

(

8
)

勺
1

0

0

㌣
T

く
e

l

訂
亡

対

空
n

箆

2
0
t

ど
ロ

匂

仁
♂
-

首

喜
d
e

-

〆
∽

旨
m
一

望
訂
】

紆
邑

邑
孟
+
已
づ

P

望
1

芦

立

憲

譲
合
は
､

公

教
育

問
題

を

憲
迭
委
員
合
､

聖

職

委
員
合
､

財
政

委
貞
合
､

そ
の

他
に

委
ね

て

特

別

な

委
員
合
を

創
設

す
る

こ

と

は

考
え

な
か

っ

た
(

H

已
ウ

P
･

声
)

｡

(

9
)

勺
岩
○

釘
･

く
e

旨
巴
-

〆
H

ロ
t

3
.

如

已
芦

(

1 0
)

勺

冒
臥
苧
勺
e

古
賀
H

J
N
.

(

1 1
)

勺

冒
&
苧
く
の

旨
出

巨
M

J
N
.

ロ
O
t

e

(
-

)
.

『

公
人

文

庫
』

(

望

g
O
t

監
β

密

計
-
､

H
0

2
日
e

勺
ロ

ケ

亡
0

い

○

ぷ
P

n

ヤ

ー

篭
e

岩
-

琶
日
日
か

e

九

訂
払

勺
コ
ロ

2
匂

P

ロ
H

O

日

日
P
的
e

の

句
→

P
臼
¢

○

訂

e

t

か
t

旨
ロ

g
e

→

ヂ

2
1

-

P

p
O
】
-

t

首

琵
e

ロ

g
か

ロ

か

昌
-

こ
P

-

か

叫

邑

邑
○

ロ
､

-

e

∽

P

日

昌
か

e

苧
…
･

勺
p
→

】

e

告
発
q

已
仏

d
e

b
O

ロ

d
0

3
e
t

-

声

計

七
e

忘
○

ロ
e
-

[

勺
e

忘
筈
臼
ロ
e
-

]
〉

]

芦
-

e

C
F
a

匂
e
】

岩
.

J

e

t

P

已
→

計
g
e

臼
∽

d
e

-

e
什

汀
e

P

[

監
.

官
→

r

∽
.

出
p
-

e

賢
+

瞥

計
C

呂
-

宗
野

P
]

N

∞

t

O

ヨ
･

e

ロ

ー

ヰ

d

d
-
･

吋
P

ユ
∽
-

-

N

苫
～

芦

は
､

政

治

学
･

政

治

経
済

畢
の

知

見
の

普
及
を

目

的
に

刊

行
さ

れ

始
め
､

第
一

年
は
､

マ

キ

ァ

ヴ
ュ

ル

リ
､

ポ

ダ
ン

､

ロ

ブ

ク
､

ス

ミ

ス

な

ど
の

古
典
を

紹

介
し

た
｡

(

1 2
)

0
2

ヨ
1

1

2

㌍

く
H
I

こ
$
～
N

N

加
.

『

公

人

文

庫
』

は

月

刊
で

あ
っ

た

か

ら
､

第
二

年
第
九

競
所

載
の

『

第
四

論
文
』

を
コ

ン

ド
ル

セ

が
一

一

月

初
め

に

公

教
育

委
員
合
に

提

出
し
た

と

す
れ

ば
､

『

第
一

論
文
』

所

収
の

第
一

競
は
一

七

九
一

年
の

初

め
に

現
わ

れ

た

も

の
､

と

思

わ

れ

る
｡

(

1 3
)

O
e

亡

∃
e

00
.

く
Ⅰ
Ⅰ

〉

N

N

¢

i
い

N

や

(

1 4
)

O
e

さ

∃
〇.
P

く
I
H

†

い

N

†
く
い
じ

〆

(

1 5
)

O
e

日

∃
e

P

く
H

H
-

い

諾
～
き
N
.

(

1 6
)

ギ
ヨ

ー

ム

の

前
註

に

よ

れ

ば
､

｢

第
五

論
文

は

…

…
コ

ン

ド

ル

セ

の

生

前
に

は

印

刷
さ

れ

な

か
っ

た
+

｡

(

1 7
)

コ

ン

ド
ル

ゼ

の

評

俸
中
､

一

章
を

設

け
て

『

公

教
育

論
』

を

細

介
し
た

の

は
､

J

訂
n

C
p

計
ロ
‖

C
O

n
d

O
r

C

e
t

e

二
P

監
召
-

ロ

こ
○

ロ

f

→

P

岩
巴

芦

勺

宅
昇
-

岩
戸

H

H

已
小

誌
¢

p
.

廿
p
.

い

N

牟

～
い

3
.

の

み
で

あ

る
｡

ま

た
､

勺
e
･

昆
-

n
P
ロ

d

出

已
設
O

n
=

C
O

ロ

d
O

言
e

t
.

勺

巴
+

-

払
､

+
¢
N

p

-

℃

甲

は
､

『

公

教
育

論
』

の

簡

畢
な

改
革
を

主

眼

に

し
て

い

る

(

竹

中

u

山

～
00

ご
｡

4 β4

2 0 1 9 1 ∂

吋
→

0
0

訂
･

く
e

ユ
リ

p

白

粥
､

-

チ

ヤ
ゴ
ロ

0

か
∽
･

d

d
→

b
p

ロ

メ

ー

O

N
.

勺
→

O
n

訂
.

く
e

→

b
四

日

〆

-

リ
N
.

三

『

報
告
』

は
､

公

教
育
の

目

的
を
､

そ

の

冒
頭
に

つ

ぎ
の

よ

う

に

か

か

げ
て

い

る
｡

｢

人

類
の

･

全

て

の

個
人
に

た
い

し

て
､

そ

の

欲

求

を

充

足

し
､

頑
祉
を

確
保
し
､

権

利
を

認
識
し

行
使
し
､

義
務
を

理

解
し

履
行
す
る

諸
手

段
を
､

掟
供
す
る

こ

と
､

全
て

の

個
人
の

お

の

お

の

に

た

い

し

て
､

そ

の

勤

労

を

完

成

し
､

そ

れ

に

参
興
す
る

権
利
の

あ
る

社
食
的
職
務
を

連

行

す
る

龍
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( 2 7 ) コ ン ド ル セ と教育 の 濁立

カ
を

え
､

天

賦
の

才
能
を

こ

と
ご

と

く

費
展
さ

せ

る

便
宜
を
､

確

保
し
､

こ

れ

に

よ
っ

て
､

市
民
の

間
に

事
箕
と

し

て

の

平
等
を

確

立

し
､

法
に

よ

っ

て

承

認
さ

れ

た

政

治

的
平
等
を

現

箕
化
す
る

こ

と
､

か

か

る

も

の

が
､

国
民

教
育
の

第
一

目

的
で

な

け
れ

ば

な

ら

な

い
｡

ケ

し
て
､

こ

の

観
鮎
に

し

た

が

え

ば
､

国
民

教
育
は

公
権
力

に

と

り
､

正

義
に

も
と
づ

く
･

■一

箇
の

義
務
で

あ
る
｡

技
術
の

完
成
が

市
民

金

環
の

快
楽
と
､

技
術
に

た

ず
さ

わ

る

人

人
の

安
楽
と

を

増
大

す
る

よ

う
に
､

で

き

る

限
り

多
数
の

人
々

が

社
食
に

必

要
な

職
務
を

十

分
に

履
行
し

う
る

よ

う
に
､

ま
た
､

■

知

識
の

･

絶
え

間
な
い

進
歩
が
､

わ

れ

わ

れ

の

困

窮
を

救
い
､

不

幸

を
い

や

し
､

個
人
の

幸
礪
と

共
同
の

繁
発
と

の

道
を

び

ら

く

上

に
､

轟
き
る

こ

と
の

な
い

泉
と

な

る

よ

う
に
､

教
育
を

導
く
こ

と
､

■
最
後
に
､

各
世

代
に

お

い

て
､

身
倍
的
･

叡

知
的
･

お

よ

び

道

徳
的
能
力
を

養
い
､

こ

れ

に

よ
っ

て
､

す
べ

て

の

社
合
制
度
が

向

う
べ

き

窮
極
目

標
で

あ

る
･

あ
の

･

人

類
の

･

全

面

的
か

つ

漸
進

的
完
成
に

寄
興
す
る

こ

と
､

か

か

る

も

の

が

ま

た
､

教
育
め

目

的
で

な

け
れ

ば

な
ら

な
い
■｡

そ

し
て

こ

れ

は

公
権
力
に

と

り
､

社
食
の

･

共
同
の

利
益
､

人

顆

(

l
)

全
鐙
の
･

共
同
の

利
益

が

課
七

た
･

一

箇
の

義
務
で

あ
る
+

｡

L

.L
＼

.

エー”
1

､

■
｢
一

㌔

こ

の

よ

う
に

『

報
包
』

に

要
約
さ

れ

て

い

る
･

公

教
育
の

目

的

は
､

『

公
教
育
論
･

第
一

論
文
』

の

中
で
､

つ

ぎ
の

三

筋
構

成
に

よ

っ

て

示

さ

れ

て

い

る
｡

す
な

わ

ち
､

第
一

節
｢

政
令
は

民

衆
に

た

い

し
､

樺
利
の

平
等
を

現

箕
化

す
る

手

段
と

し

て

公

教
育
の

義
務

(

2
)

を
お

う
+

､

第
二

箇
｢

社
食
は

ま

た
､

種
々

の

職
能
に

か

ん

す
る

公

(

3
)

教
育
の

義
務
を

お

う
+

､

第
三

節
｢

社

食
は

さ

ら
に
､

人

類
を

完
成

(

4
)

す
る

手
段
と

し

て

公

教
育
の

義
務
を
お

う
+

｡

こ

れ

に

よ

れ

ば
､

公

教
育
の

目

的
を

設
定
す
る

さ

い

の

･

コ

ン

ド

ル

セ

の

硯
鮎
は
､

さ

し

あ
た

り
､

個
人
･

社

食
･

人

顆
の

三

つ

で

あ

る
､

と

い

え

よ

1

つ
0

し
か

し

も
と

よ

り
､

こ

の

三

硯
鮎
が

そ

の

ま

ま

右
の

三

節
の

そ

れ

ぞ

れ

を

導
く
の

で

は

な
い
｡

第
一

節
に

は
､

｢

人

間
は

全

て

同

じ

権
利
を

有
す
る
､

と

宣

言
さ

れ

た

に

し

て

も
∴

…
･

も

し

道
徳
的

〔

精
神
的
〕

能
力
に

お

け
る

不

平
等
に

よ
っ

て
､

大
多

数
の

人
が

そ
の

権
利
を

飴
す
と
こ

ろ

な

く

享
受
す
る

こ

と

を

妨
げ

ら

れ

る

と

(

5
)

す
れ

ば
､

す
べ

て

は

む
な

し
い
+

､

と

す
る
･

個
人
の

硯
鮎
と

と

も

に
､

教
育
が

｢

社
食
の

中
に

有
用
な

知
識
を

豊

富
に

す
る
+

こ

と

(

6■)

に

よ

っ

て
､

立

法
･

行
政
上

の

進
歩
が

期
待
さ

れ

る
､

と

す
る
･

社
食
の

硯

鮎
､

お

よ

び
､

教

育
が

｢

道

徳
感

情
(

払

e

n
t

一

日
e

n
叶
s

(

7
)

-

∂

ヨ
0

旨

盲
)

の

差
異
か

ら

生

ず
る

不

平
等
を

減
少
さ

せ

る
+
､

と

す

胡

. ▲
′
1

r
▼

-
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′-

ヤ
､

る
･

人

萩
の

祓
鮎
が
､

併
存
す
る
｡

第
二

筋

に

お

い

て

も

同

じ

く
､

職
能
教
育
が

職
能
上

不

可
映
な
｢

特
殊
知
識
+

を

習
得
さ

せ
､

こ

れ

に

よ
っ

て
､

各
個
人

が

職
業
か

ら

排
除
さ

れ

る

危
険
と
､

職

能
遂
行
上

に

生

ず
る

｢

他
人
へ

の

依
存
+

と

を

滑
滅
さ

せ
､

市
民

(

8
)

的
平
等
の

箕
現
へ

の

道
を

び

ら

く
､

と

す
る
･

個
人
の

硯
鮎
と

な

ら
ん

で
､

職
能

教
育
が
､

･
科
学
理

論
の

習
得
を

通
じ

て
､

産
業
上

(

9
)

の

｢

も
っ

と

も

重

要
な
･

種
々

の

螢
見
+

に

導
く
､

と

す
る
･

社

食
の

規
鮎
､

お

よ

び
､

こ

こ

か

ら
生

れ

る

｢

技
術
の

完
成
+

に

よ

っ

て
､

｢

人
々

が

生

酒
の

全

領
域
に

わ

た

り
､

健
康
･

清
潔
･

快
適

に

憲
ま
れ

る
+

と
い

う
｢

ま
た

別

種
の

･

よ

り

普
遍
的
な

平
等
+

(

1 0
)

が

優
生

す
る

こ

と

を

求
め
る
･

人

類
の

硯
鮎
が
､

共

存
す
る
｡

第

三

節
に

お

い

て

も
､

こ

の

･

三

つ

の

硯
鮎
の

共

在
は
つ

ら
ぬ

か

れ

る
｡

す
な

わ

ち
､

人

類
を
つ

ぎ
つ

ぎ
に

完
成
の

･

し
た

が

っ

て

ま

た

幸
頑
の

諸
段
階
に

引
上

げ

て

き

た

も
の

は
､

思
桝
的
眞

理
に

ほ

か

な

ら
な

い
｡

し

か

る

に

｢

も
て

る
･

天

賦
の

能
力
を
こ

と
ご

と

く

饅
展
さ

せ

う
る

よ

う
な

教
育
を

幼
少
期
に

う

け

た

人
々

の

数

は
､

高
々

百

人

に

ひ

と

り
で

あ
っ

た
に

す
ぎ

な
い
+
｡

と

す
れ

ば
､

通
常
の

人

間
の

た

め
の

教
育
部
分
に

相
並

ん

で

｢

天

賦
の

才
能
を

蜃
拝
さ

せ

そ
の

前
進
を

助

け
る

た

め
+

の

教
育
部
分
も

ま

た

存
在

(

1 1
)

し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
､

と

す
る
･

個
人
の

親
鮎
｡

ま
た
､

国
民

に

た
い

し
て
､

｢

時
が

も

た

ら

す
欒
化
+

､

す
な

わ

ち

自
然
的
･

人

雌

鳥
的
原

因
に

よ

る

生

活
環
境
の

愛
化
､

人

口

の

増
減
､

新
し
い

耕

作
方

法
や

技
術
の

蔑
見
､

･
機
械
の

導
入
､

な

ど
が

｢

市
民

相
互
の

間
に

も
､

他

国
民
と
の

間
に

も

も

た

ら

さ

ず
に

は

い

な
い

･

重

大

な

欒
革
+

を

濠
知
し
こ

れ

に

封
虞
で

き
る

能
力
を
､

輿
え

る

こ

と

(

1 2
)

が
､

人

類
の

完
成
の

た

め
の

教
育
の

目

的
の
一

つ

で

あ

る
､

と

す

る
･

社
食
の

親

鮎
｡

さ

ら
に

ま
た
､

文
明

諸

国
民

が

野
攣
状
態
を

脱
却
し
､

無
知
と

偏
見
と
か

ら
生

ず
る
･

も

ろ

も

ろ
の

悪
か

ら
の

が

れ

る

こ

と

が

で

き

た
の

は
､

あ

ら

ゆ

る

種
類
の

眞
理
が

相
つ

い

で

蔑
見
さ

れ

た
こ

と
に

お

う
て

い

る
｡

し
か

し
､

こ

の

よ

う
に

し

て
､

多
く
の

世

紀
に

わ

た
っ

て

お

び

た

だ

し
い

量
の

眞
理
が

蓄
積

さ

れ

る

と

と
も

に
､

蓄
積
さ

れ

た

眞
理

を
一

般
的
眞
理
に

辟
納
す

る

方

法
､

こ

れ

ら
の

眞
理

を

単
純
な

僅
系
に

よ
っ

て

整
序
す
る

方

法
､

よ

り

精
密
な

定

式
を

用
い

て

こ

れ

ら
の

番
積
さ

れ

た

眞
理

を

要
約
す
る

方

迭
､

こ

の

方

汲
自
身
も

ま
た

同

℃

く

進
歩
す
る
｡

す

な
わ

ち
､

｢

人

間
精
神
が

眞
理

を

愚

見
す
れ

ば

す
る

ほ

ど
､

こ

れ

ら
の

眞
理

を

ま

す
ま

す
多
量
に

保
持
し

結
合

す
る

こ

と

も

ま
た

可

能
と

な

る
｡

わ
れ

わ

れ

人

類
の

･

こ

の

･

無
限
の

完
成
化

は

…

自
然
の

一

般
法
則
で

あ

る

(

○

♪

屈
託
e

邑
b
n
ロ
e

日
e

ロ
t

-

ロ
d
か

江

2 ･

(

1 3
)

計
日
｡
t

り
e

e

名
人

甘
e
∽

ヤ
･
巨
｡

】

｡
叫

的
か

日

野
巴
e

計
-

2
ロ

p
t

弓
e
)

+

､
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と

し
て
､

完
成
の

無
限
性
そ

れ

白
身
の

た

め

に

教

育

を

要

求

す

る
･

人

類
の

硯
鮎
｡

右
の

よ

う
に

『

公
教
育
論
･

第
一

論
文
』

を

概
観
す
れ

ば
､

コ

ン

ド
■
ル

セ

に

ょ

っ

て

た

て

ら

れ

た
･

公
教
育
の

目

的
は
､

L

個
人

に

つ

い

て

は
､

L

権
利
の

自
己

認
識
と

行

使
能
力
と
の

形
成
､

■
2

.

就
職
の

保
護
と

職
業
上

の

平
等
の

確
保
､

3 .

天

才
の

哉

揮
と

前
進

と

の

確
賓
性
､

で

あ

り
､

m

敢
含
に

つ

い

て

は
､

L

立

法
･

行
政

の

改

善
､

2
.

産

業
技
術
の

完
成
､

3 .

自
然

的
･

人
為

的
襲
化
へ

の

封
應
能
力
の

育
成
､

で

あ

り
､

皿

人

類
に

つ

い

て

は
､

L

道

徳
感

情
の

平
等
化
､

2 .

生

産
力
の

嶺
展
に

よ

る
･

物

質
的

両

祉
の

普

及
､

3 .

人

類
の

･

無
限
の

完
成
化
､

で

あ
っ

た
､

と
い

う
こ

と

が

で

き

る
｡

上

に

み

た

と

お

り
､

公
教
育
の

目

的
を

語
る

三

節
そ

れ

ぞ

れ

の

中
に

他
の

二

硯
鮎
が

共
在
し

て

い

る

こ

七

か

ら

知

ら

れ

る

よ

う

に
､

個
人
･

社
食
･

人

類
の

三

成

鮎
を

連
結
す
る

も

恥

は
､

そ

れ

ぞ

れ

の

根

底
に

あ
る

慣
値
基

準
の

お

の

お

の

が
､

互
い

に

他
に

た

い

し

て

も
つ

意
味
と

作
用
､

互
い

に

他

を

含
み

他
に

よ

っ

て

含
ま

れ
､

他
を

贋
現

し

他
に

よ

っ

て

賓
現
さ

れ

る
､

と
い

う
相
互

関
係

で

あ

り
､

そ

れ

ゆ

え

三

成

鮎
は
､

切

断
さ

れ

る

こ

と

を

全

く

許
さ

な
い

構
造
で

と

ら

え

ら
れ

て

い

る
■｡

に

も

か

か

わ

ら

ず
､

な
お
二

二

節
構
成
に

う
か

が

わ
れ

る

よ

う
に
､

こ

の

三

成

鮎
が

分
立

せ

し

め

ら
れ

て

い

る

の

は
､

コ

ン

ド

ル

セ

に

お

い

て
､

個
人
が

な

に

よ

り

も

政

治
学
の
､

社
台
が

経
済
学
の
､

そ

し
て

人

類
が

そ

れ

ら

諸
科

単
に

表
出
す
る

精
神
史
の
､

そ

れ

ぞ

れ

封
象
と

し

て

な

が

め

ら

れ

(

1 4
)

て

い

る

か

ら
に

ほ

か

な

ら

な
い
｡

そ

し
て
､

右
の

事
情
を

考

慮
し

た

上
で
､

わ
れ

わ
れ

は
､

コ

ン

ド

ル

セ

が

お

い

た
･

公

教
育
の

目

的
を
､

L

個
人
の

･

自
己
の

権

利
の

認
識
と

行
使
能
力
の

形
成
､

2 .

祀
合
の

･

生

産
力
の

嶺
展
､

3 .

人

間
精

神
の

･

無
限
の

完
成
､

の

三

者
と

お

さ

え

て

よ

い

で

あ

ろ

う
｡

そ

こ

で
､

付

言
す
る

に

七

ど

軒
る

な

ら
ば
､

コ

ン

ド

ル

セ

に

お

け
る
･

五

階
層
の

公

教
育
組
織
は
､

賓
は
､

こ

の

三

目

的
を

原
理

と
⊥

て

た

て

ら

れ

た

の

で

あ

る
｡

た

し
か

に

『

公
教
育
論
』

で

は
､

ア

ン

ス

テ

イ

テ
ユ

､

リ

セ
､

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

の

′

用

語
も

制
度
も

語
ら
れ

て

は
い

な
い
｡

け

れ

ど

も
､

『

公

教
育
論
･

第
二

論
文
』

に

の

ぺ

ら
れ

た

｢

兄
量
の

た

め
の

普
通
教
育
+

は
､

第
一

の

目

的
に

さ

さ

げ

ら
れ

る
ぺ

き

も

の

と

し

て
､

『

報
告
･

布

告

草
案
』

の

初
級
･

第
二

級
寧
枚
に
､

『

第
四

論
文
』

に

お

け

る

｢

職
能
に

か

ん

す
る

教
育
+

は
､

第
二

の

目

的
に

つ

か

え
る

ぺ

き

も

の

と

し

て
､

『

報
告
･

布
告

草
案
』

の

ア

ン

ス

テ

イ

テ
ユ

に
､

そ

■7

し
て

『

弟
五

論
文
』

の

｢

科
単
に

か

ん

す
る

教
育
+

は
､

第
三

の

胡
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目

的
を

は

た

す
べ

き

も
の

と

し
で
､

『

報
告
･

布
告

草
案
』

の

リ

セ

な

ら
び

に

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

に
､

そ

れ

ぞ

れ

虚
聞
さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

(

1
)

O
e

亡

∃
e

払
.

く
ー
H
､

宝
¢

～
畠
〇
.

勺
3
乱
甲
く
0

り

ロ

聖
-

粥
.

-

00

∞

～
-

∞

p

(

2
)

O
e

仁

∃
e

∽
.

く
I
l
}

-

悪
～
-

ご
T

.

(

3
)

○
①

ロ

ヨ
･

e

∽
.

く
Ⅰ
Ⅰ
〉

-

記

～
-
U

〆

(

4
)

O
e

仁

∃
e

戸

く
Ⅰ

Ⅰ
-

-

謎
～
-

∞

か
.

(

5一
)

O
e

仁

ヨ
+

e
∽
.

く
H
H
-

-

笠
.

(

6
)

(

7
)

(

8
)

(

9
)

(

1 0
)

O
e

仁

∃
e

P

く
Ⅰ
Ⅰ
-

-

ざ
.

〇
e

亡
く

り
e

払
.

く
H
I
､

-

N

N

～
-

ご
.

〇
e

仁

ヨ
1

e

∽
.

く
I
H
Y

-

試
･

1 4 1 3 1 2 1 1

O
e

仁

≦
+

e

払
.

<
H
H

-

O
e

仁

≦
･

e

仏
.

く
I
H
〉

O
e

亡

く

岩
払
.

く
l

I
-

O
e

仁

王
+

e

∽
.

く
I

l
､

0
2

仁

∃
e

∽
一

く
H

I
､

ー

N

N
､

/
､

-

N

∞
.

-

N
山

i
-

N

か
.

-

N

00
､

/
ト
り

p

-

加

斗

～
-

∞

汁

-

∞
山
.

こ

の

鮎

に

つ

い

て

は
､

E

澄
已
仏

m

e

d

ゴ
ロ

t

P

已
e

p

仁

E
賢
○

ユ
卓
←

e

=
'1■｢T T､r ｢ ℡とて三巧

～

-･て‾巧 ニノアチ丁て二‾下亨
宕
丁評

ヽ h ､ ､

計
四

竹

3
g
r

訂

d
e

-
､

監
p

き
F

仁

m
巴
n
.

〇
e

ヨ
1

蒜
P

く
H
.

と

く
に

H

智
か

勺
じ

空
ト
①
.

U
e

唱
←
i

払

U
e

琶

賀
t

e

ヱ
亡

ぷ
口

軽
f

O
叫

巨

巳
-

O

n

d
e

一
中

村
か

ゃ
ロ

空
言
一

←
e

f

→

P
ロ

笥
-

芦

を

参
照
｡

四

『

公

教
育
論
･

第
一

論
文
』

の

要
鮎
は
､

し

か

し
､

公
教
育
の

目

的
お

よ

ぴ

そ

れ
の

組
織
尻
理
の

提
示
に

壷
さ

れ

る

も
の

で

は

な

侶ノT

い
｡

公

教
育
か

ら
の

･

■
政

治
的
･

宗
教
的
思
想

教
育
の

排
除
､

お

よ

び
､

政
治
権
力
か

ら
の

･

公
教
育
の

切

断
､

が

そ

れ

の

･

第
二

の

要
鮎
を
､

さ

ら
に
､

婦
人
の

被
教
育
樺
の

主

張
が
､

第
三

の

要

鮎
を

形
づ

く

る
｡

そ

し

て
､

右
の

･

第
二
､

第
三

に

か

か

わ

る

立

論
は
､

公

教
育
の

組
織
方

針
に

つ

い

て

の

叙

述
の

あ

と

に

お

か

れ

た

『

解
決
す
る

べ

き

濠
備
的
諸
問
題
』

と

題
す
る

節
に

語
ら

れ

て

(

1
)

い

る
｡

す
な

わ

ち
､

こ

の

節
は
､

1
.

国
民

的
権
力
に

よ
っ

て

設
立

さ

れ

る

公

教
育
(
-
､

監
喜
邑
○

ロ

ワ
ー

三
方
仁
e
)

は
､

知
識
教
育

(
-

J

ロ

賢

2
0

t
-

○

ロ
)

に

自
己
を

限
定

す
べ

き
か

い

な
か
｡

2 .

土
の

教
育
の

上

に

公

樺
カ
の

諸
権
利
が

及
ぶ

の

は
､

ど
こ

ま

で

で

あ
る

の

か
｡

3 .

公

教
育
は
､

両

性
の

同
一

で

あ
る

ぺ

き

か

い

な
か
か

に

分
た

れ

る

の

で

あ

る

が
､

第
三

の

問
題
設
鬼
に

つ

い

て

は

し

(

2
)

ば

ら
く

お

き
､

第
一

､

第
二

の

問
題
に

つ

い

て
､

コ

ン

ド

ル

セ

の

所
論
を

た

ず
ね

な

け
れ

ば

な

ら
な

い
｡

■

公
教
育
は

知
識
教
育
に

自
己

を

限

定

す
る

ぺ

き
か

い

な
か
､

の

(

3
)

問
題
設
定
に

た

い

し
､

も

と

よ

り

限

定
を

主
張
す
る

コ

ン

ド

ル

セ

の

論
接
は
､

な
ん

で

あ
っ

た

ろ

う
か
｡
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ま

ず
､

わ

れ

わ

れ

は
､

エ

ジ
ュ

カ

シ

オ

ン

と

ア

ン

ス

ト

リ
エ

ク

シ

オ

ン

と

の

概
念
を
､

コ

ン

ド
ル

セ

白
身
が

ど
の

よ

う
に

直
別

し

て

い

る

か
､

を

み

な

け
れ

ば

な

ら

な

い
｡

こ

れ

を

語
る

の

は
､

｢

も

し
エ

ジ
ュ

カ

シ

オ

ン

の

範
囲

を

こ

と

ご

と

く

表

す

と

す

れ

ば
､

そ

れ

は

ひ

と

り

賛
否
的
な

知
識
教
育

(
-
〉

F
賢
コ
ー

O
t
-

O

n

勺

?

賢
-

く
e
)

､

つ

ま

り
､

事
賓
と

計

算
と
に

も

と

づ

く

眞

理

の

教

授

(
-
-

e

ロ
∽

e
-

g

ロ
e

ヨ
e

ま
n

b
払

d

ふ

ユ
t

か
の

n

b

f

巴
t

e
t

d
e

g
-

○

已
)

に

と

ど

ま

る

も
の

で

な

く
､

政

治
的
･

道
徳
的

な
い

し

宗
教
的
意

見

(

4
)

の

す
べ

て

を

包

含
す
る

も
の

と

な

る
+
､

と
い

う
記
述

で

あ

ろ

う
｡

公
教
育
は
､

も

と

よ

り
､

全

市
民

な

ら

び

に

そ
の

子

弟
に

た

い

し
て

平
等
で

な

け
れ

ば

な

ら

な
い
｡

し

か

し
､

右
の

よ

う
な
･

い

わ

ば

全

面

教
育
の

意
味
で

そ

れ

が

平
等
で

あ

る

た

め
に

は
､

公
教

育
は

必

然
的
に

義
務

制
な
い

し

共

向
教
育
制
度
に

よ

ら

ざ
る

を
え

な
い
､

こ

う
コ

ン

ド

ル

セ

は

考
え
た

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

エ

ジ
ュ

カ

シ

オ

ン

を

斥
け
て

知
識

教
育
へ

の

限
定
を

断
言
す
る
･

か

れ

の

所
論
が
､

義
務
教
育
制
･

共

同
教
育
制
度
の

拒
否
と
､

政
治
的
･

宗
教
的
思

想

教
育
の

拒
否
と

を

含
む
の

は
､

こ

の

理

由
に

よ

る
｡

前
者
に

つ

い

て
､

コ

ン

ド

ル

セ

は

第
一

に
､

若
き

市
民
が

こ

と

ご

と

く

共
和
国
の

子

と

み

な

さ

れ
､

共

和
国
の

た

め

に

教
育
さ

れ

て
､

家
庭
や

自
己

自
身
の

た

め
に

教
育
さ

れ

る

の

で

ほ

な

か

っ

た
･

古
代
の

共

同

教
育
に

た

い

し
て
､

｢

こ

の

制
度
を

近

代

国

民

に

適
用
す
る

こ

と

は

で

き
/
な
い
｡

教
育
に

お

け
る
･

こ

の

よ

う
な

絶

封
的
平
等
は
､

社
食
の

労
働
が

奴
隷
の

手
に

よ

っ

て

行
わ

れ

る

(

5
)

民

衆
の

場
合
に

の

み

存
在
し

う
る

に

す
ぎ

な
い
+
､

と

し
て
､

こ

れ

を

斥
け

る
｡

こ

の

拒
絶
の

背
後
に
､

わ

れ

わ

れ

は
､

古

代

人

が

｢

市
民

相

互
の

間
に

う
ち
た

て

よ

う
と

し

た

平

等
は
､

例
外
な

く
､

奴
隷
と

主
人

と
の

間
の

･

ぁ

そ

る
ぺ

き

不

平
等
を

土

董
に

し

(

6
)

て

い

た
+
､

と

す
る
･

か

れ

の

古
代

評
傾
が

よ

こ

た

わ
っ

て

い

る

こ

と

に

注
目

し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
｡

義
務
制
を

拒
香
す
る
･

第
二

の

根
按
は
､

就
畢
の

経
済
的
條
件

の

差
異
が
､

こ

の

制
度
を

し
て

か

え
っ

て

文
明
の

進

歩
を

遅

滞
さ

せ

る

も

の

と

な

る
､

と
い

う
観
鮎
で

あ
る
｡

｢

市
民
の

子

弟
の

大

部
分
は
､

つ

ら
い

職
業
に

運
命
づ

け

ら
れ

て

い

る
｡

彼
ら
は

す
で

に

幼
時
か

ら

徒
弟
奉
公

を

始
め

な

け
れ

ば

な

ら

ず
､

こ

れ

に
一

切

の

時
間
を
さ

さ

げ
な

け

れ

ば

な

ら

な
い
｡

彼
ら
が

幼

兄
期
を

す
ぎ

る

前
か

ら
､

彼
ら
の

労
働
は

家

庭
の

収
入
の

一

部
と

な

る

の

で

あ

(

7
)

る
+

｡

こ

の

よ

う
な
･

少
年
労
働
力
と

し
て

の

･

貧
困

家

庭
の

子

弟
と
､

｢

は

る

か

に

進
ん

だ

教
育
に

時
間
と

費
用
と

を

か

け

る

こ

と

が

で

き
､

こ

の

教
育
に

よ
っ

七

収
入
の

多
い

職
業
に

つ

く
こ

と

(

8
)

.

の

で

き

る
+

･

富
裕
な

家
庭
の

子

弟
と

の

存
在
を
､

興
件
と

し
て
､

如

虹
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弓
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∴

づ
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∴
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書
+
｢

J

∃
1
勺

1

■
う
J
‥
1
一

+
1
｢

1

う
■･1T
→

■ヰ
1

H

…
1
･

･
∴
･

†

.ヽ
上

′

:

-

＼

も

｢

運
命
+

と

し
て
ゝ

}

け
と

る

コ

ン

ド

ル

セ

が
､

｢

だ

か

ら
､

ー■さ.ノー■■∴ チ

一 橋 論叢 一策四 十 一

巻

運

命
が

か

く

も
こ

と

な
る

人
々

(

計
m

ど
日
m
e

班

包

b
ロ
t

-

p

計
.

聖
こ
n

已
訂
ロ
■
訂
t

巴

巴
鵜

野
2

已
e
)

を
､

厳
密
な

意
味
で

平
等
な

敦

(

9
)

育
に

つ

か

し
め

る

こ

と

は
､

不
可

能
で

あ
ス

ご
､

と

断
定

す
る

時
､

か

れ

の

う

ち
に

は
､

も

し

あ

え

て

こ

の

･

平
等
な

教
育
を

強
行
す

る

時
に

は
､

教
育
は

貧
困
な

家

庭
の

子

弟
を

標
準
と

し
な

け
れ

ば

な

ら

ず
､

し
た

が

っ

て

｢

社
食
は

文

明
の

進

歩
を

犠
牲
に

し

な

け

(

1 0
)

れ
ば

な

ら
な

い
+

､

と

す
る

判
断
が

優
位
を

し

め
て

い

た
｡

第
三

に
､

コ

ン

ド

ル

セ

は
､

子

弟
を

教
育
す
る

権
利
が

両

親
の

自
然
権
の

一

つ

で

あ

る
､

と

す
る

論
接
を

提
出
す
る
｡

人
々

が

祀

合
に

結
合

す
る

目

的
は
､

自
己
の

自
然
権
を

も
っ

と

も

完
全
に

平

安
に

確
賓
に

享
受
す
る

た

め

以
外

に

な
い
｡

｢

そ

し

て
､

幼

少

斯

に

あ

る
･

自
ら
の

子

弟
を

監

督
し
､

そ

の

無
知
を

補
い
､

無
力
を

助

け
､

生

れ

た

ま

ま
の

理

性
を

導
き
､

幸

頑
へ

の

準

備
を

な
さ

し

め

る

権
利
は
､

疑
い

も

な

く
､

y

. 〕

の

自
然

権
に

含
ま

れ

滋

け
れ

ば

な

ら

な
い
+

.｡

と

す
れ

ば
､

子

弟
に

た

い

す

る

教
育
権

を

家

父

に

放
棄
せ

し
め

る

よ

う
な

権
力
が
､

家

父
の

代

表
者
の

大

多
数
の

手

に

ゆ
だ

ね

ら

れ

る
､

と
い

う
こ

と

は
､

｢

ま

ぎ

れ

も

な
い

不

正

を

犯

(

1 1
)

す
+

ゆ
え

ん

で

あ

る
｡

加

え
て

コ

ン

ド

ル

セ

に

よ

れ

ば
､

共

同

教

育
制
は

家

庭
と
い

う
･

自
然
の

紐
帯
を

破
り
､

家
庭

内
の

華

南
を

破
壊
し
､

一

切
の

徳
の

萌
芽
で

あ

る
･

敬
親
の

感

情
を

失
わ

し

め

和

･

(

1 2
)

4

る
､

と

さ

れ

て

い

る
｡エ

ジ
ュ

カ

ツ

オ

ソ

以

上
の

よ

う
に
､

全

面

教
育
を

可
能
に

す
る

前

提
と

し
て

の

義

務
制
･

共

同

教
育
制
度
に

た

い

し
､

そ

れ

は
､

各
人
が

平
等
を

宣

言
さ

れ

た

フ

ラ

ン

ス

に

お

い

で

は

も

は

や

存
立

し

え

ず
､

そ

の

強

行
は

か

え
っ

て

文
明

の

進

歩
の

障
害
を

つ

く

り
だ

し
､

ま
た

社
食

結
合
の

目

的
そ

れ

白
身
を

否
定

す
る
､

と

し
て

こ

れ

を

担
香
す
る

エ

ジ
ュ

カ

シ

オ

ソ

コ

ン

ド

ル

セ

は
､

つ

づ

い

て
､

全

面

徽
育
の

内
容
に

た
い

す
る

批

判
を

展
開

す
る
｡

第
一

に
､

コ

ン

ド

ル

セ

に

と
っ

て

は
､

政

治
的
･

道

徳
的
な
い

し

宗
教
的

思
想
の

す
べ

て

を

包
含
す
る

エ

ジ

ュ

カ

シ

オ

ン

が

公

教

育
の

内

容
と
さ

れ

る

場
合
に

は
､

公

教
育
が

｢

意
見
の

濁
立
(

-
､

F
一

(

1 3
)

款
匂
e

n

已
r

β
0

2

血

b
∽

O

p
i

2 .

〇

ロ
∽

)

を

侵
害
す
る
+

こ

と

は
､

自
明

で

あ
っ

た
｡

賓
讃
的
知
識
､

事
茸
と

計
算
と

に

も

と
づ

く

眞
理
は

一

で

あ

り
､

政

治
的
･

宗
教
的
意

見
は

無
限
に

多
で
.
あ
る
｡

コ

ン

ド

ル

セ

の

中
に

は
､

フ

ラ

ン

ス

革
命
第
一

期
が

至

高
の

も

の

と

し

て

奉
じ
た

｢

良
心

の

自

由
+

の

原
則
が

響
い

て

い

た

こ

と

は
､

疑

い

な
い
｡

だ

が
､

そ

れ

と
.
同

時
に
､

t

コ

ン

ド

ル

セ

が

こ

の

原

則
に
､

あ

る
･

個
有
の

意

味
を

含
ま

し

め
て

い

た

こ

と

は
､

す
で

に

こ

こ

で
､

人

+
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( 3 3 ) コ ン ド′レ セ と教育 の 濁立

人

は
､

自
ら
が

信
ず
る

と

こ

ろ

の

も

の

を
､

｢

生

れ

で

る

世

代

(

1 4
)

(

乳
n
か

→

p

江
｡

ロ
∽

ロ

巴
設

呂
t

e

巴
+

に

強
制
的
に

教
え
こ

ん

で

は

な

ら

な
い
､

｢

社
食
に

は

い

る

さ

い

に
+

(

e

ロ

e

已
旨
思
d

呂
仏

-

p

∽

?

(

15
)

C

㌫
t

か
)

教
育
に

よ
っ

て

輿
え

ら

れ

た

も
の

を

た

ず
さ

え

て

行
く

人

間
は
､

も

は

や
一

箇
の

自
由
人
で

は

な
い
､

と

す
る
･

そ

の

用

語

に

も

う
か

が

わ

れ

る

の

で

あ
る
｡

す
な
わ

ち
､

良
心
の

自
由
が

な

に

よ

り

も

寛
容
を

意
味
す
る

の

に

た
い

し

て
､

生

れ

で

る

世

代
､

祀
曾
に

は

い

る

以

前
の

世

代
の

･

良
心
の

自

由
と

は
､

絶
じ
て

祀

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

合
に

眈
存
の

政

治
的
･

宗
教
的

意

見
に

た

い

す
る

自
由
､

い

い

か

え

れ

ば
､

そ

れ

ら

を

吟
味
し

批
列
し

改

愛
す
る

た

め
の

自
由
を
､

意

味
す
る
､

と
コ

ン

ド

ル

セ

は

理

解
し
て

い

た

よ

う
に

思

わ

れ

る
｡

＼

い

な
､

良
心

の

自
由
の

原
則
忙

も

と
づ

い

て
､

政

治

的
･

宗
教

的
意
見
を
､

公

教
育
の

内

部
か

ら

排
除
す
る
べ

き

も
の
､

と

す
る
･

第
一

の

根
接
に

引

積
い

て
､

つ

ぎ
の

よ

う
な
･

第
二

の

論
接
が

現

わ

れ

る

こ

と
こ

そ
､

右
に

ふ

れ

た
･

コ

ン

ド

ル

セ

個

有
の

･

｢

自

由
+

概
念
の

理

解

を

示

す
も
の
､

と
い

え

よ

う
｡

す
な
わ

ち
､

｢

教

育
の

目

的
は

既
成
の

意
見

を

承

認
す
る

こ

と

で

は

も
は

や

あ

り
え

な
い
｡

逆
に
､

そ

れ

は
､

つ

ぎ
つ

ぎ

に

現

わ

れ

る

世
代
の
､

し

か

も

常
に

い

よ

い

よ

明

知
な

る

世

代
の

･

自
由
な

吟

味

に

(
む

二
す

H

P

ヨ
e

ロ

】

i

訂
e

計
g
か

日
加

冒
t
-

O

n
払

岩
n

C

e
∽

S
i

召
S
}

t

O

エ
○

弓
∽

計

旦
宏
e

ロ

旦
宏
か

已

巴
→

か
e
抄

)

､

既
成
の

意
見
を

さ

ら

す
､

と
い

う

(

1 6
)

こ

と
で

な

け
れ

ば

な

ら
な
い
+

｡

ゎ

れ

わ

れ

が
､

こ

れ

を
｢

良
心
の

自
由
+

の

原

則
か

ら

直
別

し
､

コ

ン

ド

ル

セ

個
有
の

自
由
概
念
の

表
出
と

し
て
､

と

く
に

第
二

の

論
墟
と

す
る

理

由
は
､

ま
さ

に

こ

の

と

こ

ろ
に
､

か

れ

の

･

人

類

の

｢

無
限
の

完
成
性
+

の

現

鮎
が

現
わ

れ

て

い

る
､

と

考
え
る

か

ら

で

あ

る
｡

前
節
で

み

た
よ

う
に
､

｢

人

類
の

･

無
限
の

完
成
化

が
､

自
然
の

一

般
法
則
で

あ
る
+

､

と

す
る

見

解
が
､

公

教
育
の

･

第
三

の

目

的

を

艶

定

す
る

契
機
で

あ
っ

た
｡

そ

し
て
､

.
そ

の

完
成
化
は
､

人

類

史
の

行
程
の

な
か

に

眞
理
の

蓄
積
と
､

蓄
積
さ

れ

た

眞
理

を

理

論

化

し

定

式
化
し

慣

系
化

す
る

方

法
そ

れ

自

身
の

進
歩
と

を
､

意

味

し
て

い

た
｡

《

最
後
の

眞
理

と

は
､

常
に
､

最
後
の

一

つ

前
の

眞
理

で

あ

る
》

と

す
る

立

場
は
､

お

そ

ら

く
コ

ン

ド

ル

セ

の

根
本
観
照

を

語
る

も
の

で

も

あ
っ

た
｡

つ

ま

り
､

人

類
史

を
､

上

の

意

味
で

の

完
成
に

む
か

っ

て

の

･

時
間
と

と

も
に

無
限

な

系
列
と

し

て

と

ら

え

よ

う
と

す
る
コ

ン

ド

ル

セ

は
､

教
育
を

ま

さ

し

く

人

類
完
成

史
の

成
否
を

か

け

た

問
題
と

し
て

白
覚
し

た

に

相

違

な
い

の

で

あ

る
｡

し

か

し

な

が

ら
､

完
成
史
の

内
容
を

な

す
眞
理
は
､

｢

事
箸
と

爪

1

㌢
卜

転
ト

㌣
卜
㌧
し

∵

L

㍉

∵

.卜
㌧

吐

臣
〔

臣
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計
算
+

と

以

外
の

基
礎
を
も

た

ず
､

し

た

が
っ

て

｢

意
見
+

､

思

恕

を

自
己
の

内
部
か

ら
こ

と
ご

と

く

排
除
す
る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
｡

と

す
れ

ば
､

眞
理
の

無
限
系
列
を

可

能
に

す
る

た

め

に

は
､

精
神
は
､

意
見
･

思

想
に

た

い

し
て

眞
理
に

催
す
る

か

い

な

か

の

識
別

を
､

し

た

が
っ

て
､

意

見
･

思
想

に

た
い

し
て

批
判
し

吟
味
す
る
･

こ

と

を
､

要
求
さ

れ

る
｡

け
れ

ど

も
､

常
に

批
判
す
る

こ

と

が

で

き
､

常
に

吟
味
す
る
こ

と

が

で

き

る

た

め
の

･

さ

ら
に

深
い

前
提
は
､

精
神
が

常
に

自
由
で

あ
る
､

と

い

う
こ

と

で

あ

ろ

う
｡

す
な
わ

ち
､

精
神
の

自
由
､

思
考
の

自
由
を

除
い

て

は
､

眞

理
の

無

限

系
列
を
､

し

た

が
っ

て

人

類
の

完
成
史
を

可

能
に

す
る

候

件
は

存
在
し

な
い

の

で

あ

る
｡

教
育
は
､

あ
の

無
限

系
列
の

生

産
者
で

あ

り
､

人

類
の

完
成
者
で

あ

り
､

そ
れ

ゆ

え
､

自
由
な

精

神
と

思

考
と
の

形
成
者
で

な

け
れ

ば

な

ら

ず
､

し

た

が

っ

て
､

自

己

白
身
が

政

治
的
･

宗
教
的

意

見
か

ら

自
由
で

な

け
れ

ば

な
ら

な

い
｡

あ
の

･

第
二

の

根
接
は
､

お

そ

ら

く
､

右
の

よ

う
な
･

コ

ン

(

1 7
)

ド

ル

セ

の

思
考
か

ら

蜃
恕
さ

れ

た

の

で

あ

る
｡

と

こ

ろ
で
､

右
の

･

第
二

の

根
接
が
､

い

わ

ば
､

歴

史
に

お

け

る

無
限
を

憩

う

立

場
か

ら

覆

す
る

と

す
る

な
ら

ば
､

第
三

の

論
接

は
､

意

見
･

思
想
の

併
存
に

お

け

る

無
限
を

考
え

る

と
こ

ろ
か

ら

出
て

お

り
､

こ

れ

が
､

な

か

ん

づ

く

宗
教
的
意
見
を

公

教
育
か

ら

､

排
除
せ

し

め
る

の

で

あ

告

す
な

わ

ち
､

コ

ン

ド

ル

セ

に

よ

れ

∽

ば
､

信
仰
は
､

.
各
市
民
の

･

自
由
な

選
持
物
(
-

e

c

F
｡
i

舛

-

-

官
e
)

で

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
｡

し

か

し
､

も

し

公

教
育
が

宗
教
上
の

意

見
を

ま

で

包

含
す
る

と

す
れ

ば
､

そ

こ

で

は
､

過
去
と

現

在
と

に

お

け
る
･

全
て

の

宗

教
が

網
羅
さ

れ
､

こ

れ

に

應
じ

た

千

差
萬
別

の

宗
教
教
育
が

行
わ

れ

る

か
､

あ

る

い

は
､

こ

れ

ら
の

う
ち

若
干

の

も
の

を
と

っ

て
､

こ

れ

が

市
民
に

強
制
で

れ

る

か
､

い

ず
れ

か

一

つ

の

道

を

え

ら
ぶ

以

外

に

な
い
｡

と
こ

ろ
が
､

前
者
の

方

法
が

不

可
能
で

あ

る

以
上
､

後
者
の

方

法
の

み

が

残
る
｡

こ

の

場
合
､

い

ず
れ

か
一

つ

の

宗
教
の

教
育
を
､

認
め

る

に

せ

よ
､

拒
否
す
る

に

せ

よ
､

そ

れ

は
､

就
学
す
る

子

弟
お

よ

び

両
親
の

･

信
教
の

自

由
を

侵
著
せ

ず
に

は
い

な
い

の

で

あ

り
､

し

た

が
っ

て
､

公

教
育

に

宗
教
教
育
を

含
ま

し

め

る

公

樺
力
は
､

信
仰
が

各
市

民
の

･

自

由
な

選
揮
物
で

あ

る

こ

と

を

や

め

し

め

る
･

不

法
な

権
力
に

堕
さ

(

1 8
)

ざ

る

を

え

な
い

の

で

あ

る
｡

以

上
の

よ

う
に
､

良
心
の

自
由
の

原
則
､

寛
容
の

原
則
､

お

よ
エ

小

シ

び

人

類
の

･

無
限
の

進
歩
の

立

場
に

も

と
づ

い

て
､

公

教
育
が

全

ユ

カ

シ

オ

ソ

面

教
育
で

あ

る

こ

と

を

担
紹
す
る

コ

ン

ド

ル

セ

の

結
論
は
､

し
た

が
っ

て

｢

公

権
力
は
､

知
識
教
育
の

設
立

に

自
己

を

慣
定
し
､

残

飴
〔

政

治
的
.･

宗
教
的
意

見
の

教
授
〕

は
､

こ

れ

を

家

庭
に

ゆ
だ
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(

畑
)

ね

る

の

で

な
け

れ

ぼ

な

ら

な
い
+
､

と
い

う
こ

と

で

あ
り

た
ひ

一

(

1
)

O
e

亡

ヨ
･

e
∽
.

く
I

H
〉

-

笥
～
N

N

か
一

(

2
)

婦

人

教
育

に

つ

い

て

は

O
e

弓
記
班
.

く
H

H
▼

N
-

N

～
N

N

か

.
革

命

期
の

｢

平

等
+

原

則
の

吟

味
の

た

め

に
､

黒
人

奴

隷
､

ユ

ダ

ヤ

人
､

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト
､

お

ょ

び

原
人

が

こ

の

原

則
の

封
象
た

り
え

た

か

い

な
か
､

を

研
究

す
る

こ

と

が

必

要
で

あ

ろ

う

(

-

琶
宅
-
e

∽

G
O

d
e
.

O

F
O
{

‥

｢
e
∽

-

n
∽

こ
t

亡

こ
○

ロ

d
e

-

P

句

岩
ロ
C

e

∽

○

宏
-

P

担
か

七
d
-

宇

t

訂
n

e

こ
白
日
旦
r
2
･

七
2
ユ
∽

こ
況
-

一
p
.

余
.

ロ
O
t

e

-
.

参
照
)

｡

黒

人

奴
隷
制
に

反

封
し

た
コ

ン

ド

ル

七
(

声
か

ゎ
e

已
O

n
払

岩
:
宮
○
-

写
品
e

d
e
∽

口

許
諸
仏

+
謎
-
･

〇
e

弓
諾
払

.
く
l

I
-

巴

e
什

器

£
が
､

婦

人

の

平
等
の

見

地
か

ら
そ

の

被

教
育
権

を

主

張

し

た
こ

と

は
､

と

く
に

注

目

さ

れ

な

け
れ

ば

な
ら

な

い
｡

(

3
)

O
e

仁

∃
e

払
.

く
H
H

こ
芦

(

4
)

O
e

ロ

ヨ
+

e

∽
.

く
H

I
〉

N

2
こ

(

5
)

O
e

弓

諾
･

く
H

H

こ
笥
～
-

芦

義
務

制
を

拒

否

す

る
コ

ン

ド

ル

セ

の

･

古
代

教
育

制

度
に

つ

い

て

の

見

解
は
､

義
務

制

を

主

張

す
る

ル

タ

レ

ル

ク

(

第
二

節

註

(

6
)

参

照
)

が
､

｢

幼

時
ニ

オ

イ

テ
､

等

シ

キ

苧
-

向
ハ

シ

メ

ラ

レ
､

徳
ノ

･

等
シ

キ

鋳

撃
-

鋳
込
マ

レ

シ

ニ

ョ

リ

テ
､

萬
人
ハ

コ

ト

ゴ

ト

ク

協
和
ス

+
､

と

語
る

プ

リ

ユ

タ

ル

タ

を

稗
揚

し
て

い

る

の

に
､

封
置

さ

れ

よ

う
｡

(

6
)

O
e

望
1

蒜
∽
.

く
I
H

こ
心

声

(

7
)

O
e

占

く

諾
∽
.

く
H

I
}

-

諾
.

(

8
)

-

O

P

O

F

(

9
)

】

0
〇
.

〇

耳

(

1 0
)

-

0
0
･

盲
･

属
二

億
註
(

7
)

の

よ

う

に

ラ

ン

ト

ナ
ス

･

プ

ラ

ン

■ヽ
】

を

通
じ
て

コ

ン

ド

ル

セ

が

論
難
さ

れ
､

義
務

制
が

提
唱
さ

れ

る

時
､

論

者
の

関
心

は

常
に
､

コ

ン

ド
ル

セ

が

要
求

す
る
･

公

教
育

全

階

程

の

無
償
制
に

よ
っ

て

も

な
お

教
育
か

ら

排
除
さ

れ

る
･

貧
困

家

庭
の

子

弟
に

注

が

れ

て

い

た
｡

(

1 1
)

O
e

仁

く
e

→

P

く
Ⅰ
Ⅰ
〉

N

0

〇

.

(

12
)

O
e

弓
1

e

㌍

く
I
H

-

N

声
こ

の

趣
旨
の

反

論

は
､

の

ち

の

一

八

五

0

年

代
に

も

主

と

し

て

ブ

ル

ジ

ョ

ワ

経
済
学
者
に

よ

っ

て

唱
え

ら

れ
､

第
三

共

和

制
下
に
.

言
e

s

句
e

岩
叫

が

国

民

教

育
の

義
務

制
･

世

俗

剃
･

無

償
制
の

賓
現

を

は
か

る

と

き
に

も
､

そ
の

後
退
を

餞
儀

な

く
さ

せ

る

(

E
d

ヨ
○

邑
0
年
e

且
宏
･

出
1

㌫
P
O

‥

P
､

e

ロ
S

e

好
n
e

m
e

已

O

b
-

官
t

ナ

弓
2

e

:
2

払

C

0

2

邑
邑
○

ロ

■
琶
○
-

巴
1

e
∽
.

評
ユ
タ

一

等
p

冒
か

無
ユ
O

許
諾

で

巨

富
r

日

常
払

か

0

0

ロ
O

m
-

宅
2

∽
･

勺
2
ユ
払
､

-

琶
t

参
照
)

｡

(

1 3
)

0
2

日

ヨ
1

e
∽
.

く
I

H
､

N

2
こ

(

1 4
)

-

0
〇
.

2 .

t
.

■

(

1 5
)

】

O

P

2 .

t
.

(

1 6
)

O
e

望
1

記
∽
一

く
H
I

-

N

O

少

(

1 7

こ

タ

レ

ー

テ

ン

が

公

教
育
の

教

授
内

容
の

中

心

に

『

九
一

年
憲

法
』

を
お

く
の

に

た

い

し

て

(

J
O

已
苧
G

ユ
日

昌
P
I
I
･

ご
一

歩
照
)

､

コ

ン

ド
ル

セ

は
､

憲

法

そ

れ

自

身
の

完
成
化
と

い

う
立

場
か

ら
､

｢

各

国
民
の

憲

法
は
､

一

箇
の

尊

貴
と
し

て

以

外
に

教
育

に

闇

興
す

る
ぺ

き

で

は

な
い

+
､

と

主

張

す

る

(

O
e

ヨ
1

冨
∽
.

く
l

I
-

N

-

-

e
t

琵
已
｡

(

1 8
)

O
e

雪
1

諾
払
･

く
H
H
､

N

O

い
･

『

布

告

草

案
』

第
二

編
･

第
八

僕
が

｢

宗

教
は
､

相

異
る

宗

次
の
･

そ

れ

ぞ

れ
の

聖

職

者
に

よ
り
+

散
骨
堂
で

教
授
さ

れ

る
+
､

と

す
る
･

公

教
育
の

世

俗
制
の

原

則
- 着

か

か

げ

て

抑

ノ
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い

る

根

援

は
､

こ

こ

に

る

る
｡

(

1 9
)

O
e

仁

∃
①

S
.

く
l
l

〉

N

ご
.

五

前
節
に

み

た

よ

う
に
､

六
つ

の

根
接
か

ら
､

公

教
育
が

政

治

的
･

宗
教
的
思

想
の

教
授
を

自
己
の

内

部
か

ら

排
除
し

な

け
れ

ば
な

ら

な
い
､

と

主

張
さ

れ

る

に

せ

よ
､

な

お
､

そ

れ

ら
が

侵
入

す
る

危

険
に

た

い

し
て

公

教
育
は

無

防
備
で

あ

る

こ

と

を

や

め

な
い
｡

な

ぜ

な

ら
､

第
一

に
､

公

権

力

(
-

P

廿

已
詮
P

ロ
O

e

勺
仁
b
-

-

q

∈
U

)

事

コ

ン

ド

ル

セ

は
､

こ

の

も
と

に

立

法
･

行
政
商

権
力
を

理

解
し

て

い

る

よ

う
に
､

思

わ

れ

る

-
が
､

公

教
育
の

設
立

者
で

あ
る

こ

と

を

利
し

て
､

公
教
育
中
の

道

徳
教
育
に

宗

教

教

育
を

連

結
さ

せ
､

あ

る

い

は
､

第
二

に
､

眞
理

の

み

を

教
授
す
る

公

教
育
の

中

に
､

公

権
力
な
い

し

宗
教
上

の

権
力
が
､

自
己
の

意

見
あ
る

い

は

信
保
を

虞
理

と

科
し
て
､

こ

れ

を

潜
入
さ

せ

る

可

能
性
は
､

い

さ

さ

か

も

減
じ

な
い

か

ら
で

あ

る
｡

こ

こ

に
､

コ

ン

ド

ル

セ

が
､

『

解

決
す
る

べ

き

濠
備
的
諸
問
題
』

の

中
で
､

｢

公

樺
力
が
､

道
徳
教
育
を

宗
教
教
育
に

結
び

つ

け
る

こ

(

1
)

と
は

正

嘗
で

な
い
+

､

と

し
､

ま
た

｢

公
権
力
が
､

意

見
を

原

理

と

(

2
)

し
て

教
え

し
め

る

こ

と

は

正

嘗
で

な
い
+

､

と

す
る

警

告

を

嶺

す

る

理

由
が

あ
る
｡

第
一

の

･

追
徴
教
育
の

･

宗
教
教
育
か

ら
の

切

断
の

主
張
に

つ

い

て

は
､

わ
れ

わ

れ

は
､

初
級
学
校

第
一

､

第
二

学
年
の

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

か

ら
､

ア

ン

ス

テ

イ

テ
ユ

､

リ

セ
､

ソ

シ

エ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

の

･

そ

れ

ぞ

れ

第
二

部
門
に

い

た

る

ま
で
､

道
徳
教
育
な

ら

び

に

道
徳
学
研
究
を

指
定
す
る
コ

ン

ド

ル

セ

が
､

夫

人

ソ

フ

ィ

ー

･

ド

ゥ

･

ダ

ル

ク

シ

ー

と

と

も

に
､

『

〔

ア

ダ
ム

･

ス
､
､

､

ス

の
〕

(

3
)

道

徳
感
情
の

理

論
に

か

ん

す
る

八

書
簡
』

の

･

資
質
上

の

共
同

執

筆
者
で

あ

り
､

ス
､

､

､

ス

『

道
徳
感
情
の

理

論
』

の

･

同

じ

く

資
質

(

4
)

上
の

共

評
者
で

あ
っ

た

こ

と

を
､

想

起

す

る

必

要
が

あ

ろ

う
｡

(

5
)

｢

同

感
は
､

人

間
性
の

感

情
の

第
一

原
因
で

あ
る
+

､

｢

感
受
性
こ

(

6
)

そ

が

わ
れ

わ
れ

を

ま

さ

に

人

間
的
た

ら

し

め

る

も

の

で

あ

る
+

､

と
い

う
理

解
と
､

ス
､

､

､

ス

の

同

感
理

論
を
ロ

ブ

ク

の

感
覚
理

論
に

(

7
)

技
合
す
る

把
握
と

に

て

ら

す
な

ら

ば
､

ス
､

､

､

ス

か

ら

学
ば

れ

た

も

ヽ

ヽ

ヽ

の

は
､

な
に

よ

り
も

ま

ず
､

道

徳
の

世

俗
化
の

思
想
で

あ
っ

た
､

と
い

え
る
｡

そ

し
て
､

こ

の

こ

と

は
､

コ

ン

ド

ル

セ

が

道
徳
教
育

の

も

と
に

な
に

を

意

回
し
､

な

に

ゆ

え

そ

れ

を

宗
教
教
育
か

ら

分

離
せ

ざ

る

を

え

な
か

っ

た

か
､

を

お

の

ず
か

ら

語
る

も
の

で

あ
ろ

ゝ

フ
0

と
こ

ろ
で
､

わ

れ

わ

れ

に

と
っ

て

と

り

わ

け

重

要
な
の

は
､

第

4 ね
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二

の

･

聖

俗
権
力
か

ら
の

･

公

教
育
の

切

断
の

論
接
で

あ

る
｡

コ

ン

ド

ル

セ

は
､

.
た

し
か

に
､

公

権
力
の

義
務
は
､

公
共
の

害
悪
と

な

る

誤
謬
に

た
い

し
て

武
装
す
る

と
こ

ろ
に

あ

り
､

同
よ

う
に
､

聖
職
者
の

任
務
は
､

人
々

に

人

間
と

し
て

の
､

ま
た

市
民
と

し
て

の

義
務
を

は

た

す
勇
気
を

輿
え

る

と
こ

ろ
に

あ
る

こ

と

を
､

認
め

(

8
)

て

い

る
｡

し

か

し

な
に

を

誤

謬
と

し
､

ま
た
､

な
に

を

人

間
な
い

し

市
民
の

義
務
と

す
る

か
､

こ

れ

を

決
定

す
る

こ

と

は
､

聖
俗
そ

れ

ぞ

れ

の

樺
カ
の

限
界
の

外
に

あ

る
､

と

コ

ン

ド

ル

セ

は

考

え

る
｡

す
な

わ

ち
､

｢

け

れ

ど

も
､

ど

れ

が

眞
理

で

あ

り
､

ど
れ

が

誤

謬
で

あ

る

か
､

を

決
定
す
る

権
利
(

賢
○
-

t

d
e

d
か

2 .

計
ユ

は

公

(

9
)

権
力
に

は

な

い
+

の

で

あ

り
､

ま

た

｢

ど
れ

が

人
々

の

義
務
で

あ

る

か
､

を

決
定
し

ょ

う
と

す

る

こ

と

は
､

教
権
に

よ

る

纂
奪
の

･

(

1 0
)

も
っ

と

も

危
険
な

る

も
の

で

あ

る
+

｡

い

い

か

え

れ

ば
､

コ

ン

ド

ル

セ

は
､

聖
俗
商

権
力
か

ら
､

眞
理
の

判
定
者
一･

決
定
者
た

る

資

格
を

剥
奪
す
る

こ

と
に

よ
っ

て
､

両

横
力
の

意
見
･

信
條
が

眞
痙

の

名
の

も

と
に

公

教
育
に

侵
入

す
る

道
を

遮
断
し

よ

う
と

は
か

っ

た
の
･
で

あ

る
｡

し
か

し
こ

こ

で
､

さ

ら

に

た

ず
ね

な

け

れ

ば

な
ら

な
い

の

は
､

と

り

わ

け

公

権
力
に

た

い

し
､

な
に

ゆ

え

眞
理

の

判
定

権
が

拒
否

さ

れ

る

の

で

あ

る

か
､

七
い

う

鮎
で

凍
る
っ

こ

れ

が

明

ら

か

に

語

′

､

ら

れ

て

い

る

の

は
､

『

公

権
力
は
､

そ

れ

が

行
使
さ

れ

る

世

紀
の

･

叡

知
の

水

準
に

達
し

て

い

る

も
の

(

0

0

日
員
e

呂

2 ･

く
e

P

日

計
払

-

仁

m
㌫
→

e

∽

)

と

は

認
め

が

た
い

だ

け
に
､

ま

す
ま

す
自
己
の

意
見

(

1 1
)

を

教
育
の

基

礎
と

し
て

輿
え
て

は

な
ら

な
い
』

､

と

題

さ

れ

た

節

で

あ

る
･ ｡

す
な
わ

ち
､

｢

知
識
の

線
量
を

増
大
さ

せ

る

使

命
を
■
お

､

び

た
･

も

ろ
も

ろ
の

精
神
が

到
達
し
た

地

粘
か

ら

み

れ

ば
､

公
権

力
を

託
さ

れ

た

人
々

は
､

程
度
の

差
こ

そ

あ

れ
､

常
に

は

な

は

だ

し

く
へ

だ

た
っ

た

と
こ

ろ
に

と

ど

ま
っ

て

い

る
+

｡

た

と

え

天

才

-

的
な

人

間
が

樺
力

者
の

間
に

い

た

に

し

て

も
､

彼
が

常
に

重

き

を

な

す
わ

け
に

は

い

か

な
い
｡

｢

加
え
る

に
､

そ

れ

ぞ

れ
の

時
期
に

叡

知
の

･

眞
の

極
限

(
-

①

急
r
i

t

野

望
e

t

e
H

日
e

計

こ
仁

ヨ
一

軒
e
払

)

を

し
る

し
づ

け
る

も
の

は
. ､

し
か

じ
か

の

天

才
の

特
殊
理

性
(
-

p

邑
】

∽

O

n

官
邑
○

邑
㌢
e
)

で

は

な

く
､

明

知
の

人
々

の

共

同
理

性
(
-

P

(

1 2
)

1

巴

琶
P

0

0

m
m
仁
n
e
)

な
の

で

あ

る
+

｡

｢

公
権
力

が

つ

い

に

接
近
す
る

こ

と
の

で

き

な
い

･

こ

の

･

叡

知
の

極
限
に

接
近

す
る

も
の

が

教
育
で

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
｡

な

ぜ

な

ら
､

教
育
の

目

的
は
､

一

国
民
の

う

ち
に

す
で

に

普
遍
化
し

た

知
識
を

永
壊
さ

せ

る

と
こ

ろ
に

あ
る

の

で

は

な

く
､

こ

れ

を

完

(

1 3
)

成
し
こ

れ

を

蹟
張
す
る

と
こ

ろ
に

あ
る

か

ら

で

あ

る
+

｡

■
つ

ま

り
､

■
コ

ン

ゼ
.

ル

セ

は

こ

こ

で
､

科
単
著
の

集
圏
が

到
虚
し

抑

卓
ノ

､･

ノ

■. }
｢
-
h

L
レ

仁
一

ト

一イ
r

ト

･ヽr
戸
ノ

【

■■r-
.
ト

■■ソ
F

し
F

..
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た
･

叡
知
の

優
限
と

公

権
力
と
如

断
紹
さ

れ

ず
に

は
い

な
い

こ

と

を

示

し
､

そ

れ

に

よ
■つ

て
､

公
権
力
か

ら

眞
理
の

判
定
植
が

剥
奪

さ

れ

る

必

然
性
を

明

ら
か

し
､

そ
れ

と

と

も

に
､

教

育
を
､

叡
知

の

極
限
に

接
近

す
る
べ

き
･

ゆ
一

の

も

の

と

す
る

こ

と

に

よ

っ

て
､

再
び

｢

知
識
の

･

た

え
ざ

る

完
成
化
+

の

目

的
を
､

教
育
に

付

興
す
る

の

で

あ

る
｡

と

す
れ

ば
､

わ

れ

わ

れ

に

は

も

は

や
､

､
コ

ン

ド

ル

セ

が

な
に

ゆ

え
､

『

報
告
･

布
告
草
案
』

で
､

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

を
､

公

教
育
の

指
導
･

監
督
･

任
命
の

髄
系
の

頂
極
に

お

い

た

か
､

が

理

解
で

き

る

で

あ

ろ

う
｡

た

し
か

に
､

『

公

教
育
論
･

第
五

論
文
』

の

中
に

は
､

人

類
の

･

無
限
の

完
成
化
に

寄
興
す
る
べ

き
･

科
挙
教

育
お

よ

び

研
究
の

組
識
が

｢

学
舎
+

(

琶
C
-

か

t

か

の

∽

p

く
甲
ロ
t

e

∽

)

の

名

科
の

も

と

に

語
ら

れ

て

い

る

の

に

と

ど

ま

ヶ
､

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

ゐ

用
語
も
､

ま

た

『

報
告
･

布

告

草
案
』

に

お

い

て

そ

れ

に

付

興
さ

れ

て

い

る

機
能
も
､

記
さ
‥

れ

て

は

い

な
い
｡

け

れ

ど

も
､

ソ

シ

ュ

テ
･

ナ

シ

オ

ナ

ル

が
､

公

教
育
の

髄
系
内
で

あ
の

よ

う
な

機
能

を

は

た

す
も
の

と

し
て

『

報
告
･

布
告
草
案
』

の

中
に

現
わ

れ

る

こ

と
が

で

き

た

臥

は
､

す
で

に

『

公

教
育
論
･

第

二
甫

文
』

に

お

い

て
､

上
に

み

た

よ

う
な
･

科

聾
者
の

集
圃

組
織
が

想

わ

れ

て

い

た

か

ら
に

ほ

か

な
ら

な
い
｡

す
な

わ

ち
､

そ

れ

は
､

第

一

に
､

科
挙
者
の

｢

共

同

理

性
+

.
の

形
成
者
で

あ

り
､

第
二

に
､

摺Jチ

教
育
の

本

質
を

な

す
眞
理
の

･

ゆ
一

の

判

定

着
で

あ

り
､

第
三

に
､

公
教
育
が

接
近

す
る

ぺ

き
･

叡

知
の

極
限
を
､

眞
理
の

無
限

系
列
の

産
出
者
と

し
て

の

自
己
の

活
動
過

程
に

お

い

て
､

措
定
す

る

も
の

で

あ

り
､

こ

の

よ

う

な

自
己

活
動
に

よ
っ

て
､

公

教
育
の

設
立

者
で

あ

る

公

権
力
か

ら

公

儀
育
を

切

断
す
る

に

た

え

る

自
立

性
と

自
己

充
足

性
と

を

確
立

し
､

こ

う
し
て

公

教
育
の

成
立

そ

の

も
の

を

初
め
て

可

能
に

す
る

鴻
の

で

あ
っ

た
｡

以

上
に

吟
味
し
た

間
に

知
ら

れ

る

よ

う
に
､

公
教
育
の

最
終
段

階
を

な

す
科

学
教
育
を

導
く
理

念
は
､

人

類
の

･

無
限
の

完
成
化

で

あ
っ

た
｡

ま

た
､

政

治
的
･

宗
教
的
意
見

を

公
教
育
か

ら

排
除

す
る

時
､

そ
こ

に

は

公

教
育
を

そ

の

形
成
者
と

す
る
･

眞
理
の

無

限
系
列
が

想

わ

れ

て

い

た
｡
･

さ

ら

に
､

料
率
者
の

共

同
理

性
が

し

る

す
･

叡

知
の

極
限
が
､

公

権
力
と

公

教
育
と
の

切

断
を

必

然
化

す
る

時
､

一
こ

の

極
限
は
､

賓
は
､

科
学
者
の

共

同
理

性
が

常
に

限

り

な

く

そ

れ

を

こ

え

て

行
く
､

と
い

う
･

極
度
の

緊
張
に

支
え

ら

れ

た

も
の

に

ほ

か

な
ら

な

か

っ

た
｡

と

す
れ

ば
､

コ

ン

ド

ル

セ

に

お

い

て

公
教
育
の

濁
立

の

主

張
を

窮
極
的
に

基
礎
づ

け

て

い

た

も

の

は
､

『

公

教
育
論
』

に

お

い

て
､

自
然
の

一

般
法

則
と

観
じ

ら

れ

た
･

｢

人

類
の

･

無
限
の

完
成
化
+

の

思

想
で

あ

り
､

『

報
告
』

に
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お

い

て
､

｢

人

間
の

完
成
性
の

･

未
知
な

る

限

界
は
､

わ

れ

わ

れ

の
､

う
か
･

が

い

え
ぬ

か

な

た
に

あ
る
+

､

と

記
さ

れ

た

思

想
で

あ

り
､

い

い

か

え

れ

ば
､

人

間
精
神
の

進
歩
の

無
限
性
の

思

恕
で

あ
っ

た
､

と

い

っ

て

よ

い

で

あ

ろ

う
｡

と

こ

ろ

で
､

一

七

九
三

年
一

〇

月
か

ら

翌

年
初
め

ま
で

の

間
に

執
筆
さ

れ

た

『

人
間

精
神
の

進

歩
に

か

ん

す
る

歴
史
的
展
望
の

素

描
』

も

ま
た
､

そ

の

冒
頭
の

部
分
で
､

｢

こ

の

著
作
の

成
果
は
､

つ

ぎ
の

こ

と

を
､

推
理

と

事

資
と

に

よ
っ

て
､

示

す
こ

と

で

あ

ろ

う
｡

す
な
わ

ち
､

自
然
は
､

人

間
の

諸
能
力
の

完
成
化
に

た

い

し

な
ん

ら
の

限

界
も

し

る

し
づ

け
て

い

な
い

こ

と
､

人
間
の

完
成
性

は
､

文
字
通
り
､

無
限
で

あ

る

こ

と
､

こ

の

完
成
性
に

覆
す
る

進

歩
は
､

こ

れ

を

停
止

せ

し

め

よ

う
と

欲
す
る
･

一

切
の

権
力
に

か

か

わ

り

な

く
､

自
然
が

わ

れ

わ

れ

を

投
げ

込
ん

だ

地

球
の

命
数
以

(

1 4
)

外
に
､

限

界
を

も
た

ぬ
､

と
い

う
こ

と
で

あ
る
+

､

と

語
っ

て

い

る
｡

し
て

み

れ

ば
､

『

公

教
育
論
』

お

よ

び

『

報
告
』

を

つ

ら

ぬ

く
･

コ

ン

ド
ル

セ

の

思
想

は
､

ま

た

か

れ

の

歴
史
哲
畢
の

た

だ

中

を

流
れ

る

も
の

で

あ
っ

た
｡

し

か

し
､

『

公

教
育
論
』

に

お

い

て

人

類
の

･

無
限
の

完
成
化
が

い

わ

れ

る

時
､

そ

の

内
容
は
､

時
間
と

ヽ

ヽ

と

も

に

行
わ

れ

る
･

眞
理

の

蓄
積
と
､

こ

れ

ら
の

眞
理

を

理

論
化

ヽ

ヽ

ん

鰻
系
化
す
る

方

法
の

藩
頚
と

で

あ
っ

た
｡

つ

せ

り
､

そ

こ

で

//
/

は
､

無

限
の

完
成
化
は

∵
)

の

よ

う

な
･

｢

蓄

積
+

の

祓
鮎
に

支
え

ら

れ

て

い

た
｡

と
こ

ろ
が
､

『

素
描
』

は
､

び

と

し

く

無

限
の

完
成

他
の

立

讃
を

試
み

な

が

ら

も
､

し
か

し

そ

れ

を
､

偏
見
に

た

い

す

る
･

理

性
の

･

｢

長
い

･

苦
悩
に

み

ち

た

闘
争
+

の

歴
史
､

｢

偏
見

(

1 5
)

の

優
生
･

勝
利
･

敗
北
の

歴

史
+

を

媒
介
と

し

て
､

行
う
方

法
を

示

し
て

い

る

の

で

あ

る
｡

と

す
れ
ば
､

こ

の

･

硯
鮎
な
い

し

方

法

上
の

特
換
は
､

ど
こ

か

ら

生

じ

た

の

で

あ

ろ

う
か
｡

こ

の

樽
換

は
､

お

そ

ら

く
､

上

に

み

た
･

『

公

教
育
論
･

第
一

論

文
』

中
の

｢

解
決
す
る

べ

き

漁
備

的
諸
問
題
+

に

お

い

て
､

政
治
的
･

宗
教

的
権
力

が
､

人

間

精
神
の

･

無
限
の

進
歩
の

否
定
者
と

し
て

自
覚

さ

れ

る
･

ま

さ

に

そ

の

地

鮎
に

生

じ

た
､

と

考
え

ら
れ

る
｡

そ

し

て

『

報
告
』

が
､

教
育
の

濁
立

を

人

間
の

完
成
性
に

か

か

わ

ら

し

.

め

て

強
調

し

た

の

ち
に
､

イ

ン

ド
､

エ

ジ

プ

ト
､

あ
る

い

は
､

ロ

マ

､

ギ

リ

シ

ャ

人
の

･

往
古
の

･

驚
嘆
す
べ

き

知
識
が
､

宗
教
的

権
威
と

政

治
的
権
力

と
に

よ

る
･

人

間

粗

紳
の

被

支

配
に

よ

っ

て
､

た

ち

ま

ち

顧
慶
し
､

衰
滅
し

去
っ

た
こ

と

を
､

指
摘
し
て

い

(

1 6
)

る

の

は
､

右
の

問
題
意

識
に

よ

る
＼

人

類
精
神
史
の

省

察
の

端
緒

を

示

す
も
の

に

ほ

か

な

ら

な
い

の

で

あ
り
､

こ

れ

が

『

素
描
』

に

お

け
る
･

第
一

期
か

ら

第
五

期
に

い

た

る

記
述
の

原
型
を

な

す
､

一7

と
い

え

る

で

あ

ろ

う
｡

と

す
れ

ば
､

『

素
描
』

は
､

コ

ン

ド

ル
■
セ

が

4 7

.
′
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チ
エ

ル

ゴ

か

ら

え

た

｢

進
歩
+

の

思

想
が
､

か

れ

め

教
育
論
に

流

入

し
､

そ

れ

に

媒

介
さ

れ

る

こ

と

に

よ

っ

て
､

初
め
て

成
立

す
る

こ

と

が

で

き

た

の

で

は

な
い

で

あ

ろ

う
か
｡

し
か

し
､

こ

の

鮎
に

っ

い

て

は
､

も

は

や

こ

こ

で

は

た

ち
い

る

こ

と
が

で

き

な
い
｡

(
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O
e

亡

5
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e

戸

く
H
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N

O
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(
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)

O
e

日

日
e

∽
.

く
I
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N
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∽
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訂
ロ
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ロ
t
払

ヨ
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呂
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仁

E

浣
巴

P
ロ

巴

号

首
ト

e

岩
1

-

e
∽

胃
ど
c
-

官
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計

エ
ロ

叫
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ヨ
e

n
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∽

血

盲
e

p
O

ユ
e

n
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弓
e
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e

2
e

ロ

こ
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ど
m
計
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年
P

b
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己
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ユ
e
∽

邑
ど
ロ
∽

d
e

∽

邑
謹
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什

2

日
S

已
t

e

2
リ

ー

e

弓

芸
召
頂
玩

邑
-

?

臼

㌘
払

已
ま

d

ビ
2
e

▲
旨
仏

e

ユ
P

こ
○

ロ

告

:
宮
i

的

F
e

d
e
∽

-

賀
g
亡

?

の

‥

ゴ
邑
已
t

d
e

-
､

賀
瞥
巴
払

∽

ロ
→

-

P

∽

e

p

芝
目
e

監
i

t

i

O

n
-

p

罵

写
宝

∽
｡

甲
F

岩
.

d
e

G

3
喜

首
〉

日
当
空
ト
一

等
d
①

C
O

n

d
O

岩
e
t
.

E
-

】

e

叫

p

首
邑

ど
芹
-

2

t
t

諾
∽

岩
→

-

P

苛
m
p

巴
E
e
.

N

七

d
-
.

勺

弓
i

∽
-

-

冒
甲

(

N
｡

か

d
.

N

く

○
-
.

-

∞
h

芦
)

A

ま
○

訂
2

G

邑
-

○
-

班
‥

｢
P

2
駕
宅
ト
ー

∽

e

d
e

C
O

ロ

㌢
言
e
t

)

の

P

f

p
･

邑
-
-

e
-

∽

○

ロ

邑
｡

ロ
､

岩
∽

p

邑
P

曾

黙
r

吋
p

旨
､

-

篭
γ

に

よ

れ

ば
､

ソ

フ

ィ

ー

が

義
兄

C
a

訂
2 .
∽

に

あ

て

た
･

こ

の

『

八

書

簡
』

ほ
､

一

七

九
三

年
に

成

立

し

た
(

句
→

P
n

村

A
-

e

口

実
で
C
O

邑
0

3
e
t

‖

g

已
d
2

d
e

-

P

挿
か

づ
○
-

已
-

○

ロ

符
平
戸

盲
-

琵
‥

t

監
○

ユ
○

訂
ロ

a

仁

賢
○

芹

0

0

日

賢
-

t

已
-

○

ロ
ロ
①
-

e
t

廿
｢

e

〔

喜
･

∽

e

亡
り

〔 .

訂

】

p

岩
古
口
O

e

琶
O
i

巴
e
.

勺

寛
昇
-

苫
や

ゃ

ご
P

引

用
)

｡

こ

れ

の

『

第
一

書
簡
』

で

ソ

フ

ィ

ー

は
､

か

の

女
が

こ

の
･

有

名
な

著
作
の

フ

ラ

ン

ス

詳
(

お

そ

ら

く
､

-

√

旨

g

空
写
e
t

の

手
に

な

り
､

一

七

七

四

年
出

版
の

も
の
)

の

窓

評

を

耳

に

し
て

.

い

た

た

め
､

｢

ス

ミ

ス

の

温

衛
敵

骨
町

政

静
を
一

度

■
巧

も

苛
ん

だ
こ

と
が

な

く
+
､

ま

た
､

｢

原

典
を

讃
む

だ

け
の

･

英

語
の

ぜ

理

解

力
が

な
か

っ

た
+

に

も

か

か

わ

ら

ず
､

｢

あ

え

て

こ

れ

を

企

て

た
+
､

と

記
し

て

い

る

(

→

監
○

→

訂
.

N
¢

軒
r

ゴ
)

芦
H

H
.

い

ー

N
一

ど
.

-

-

㌻
H
･

)

C

右
の

｢

こ

れ
+

は
､

『

八

書

簡
』

に

よ
る
･

｢

ス

ミ

ス

の

意

見
の

吟

味
+

を
■
指
す
る

も

の

で

あ

ろ

う

(

→
F
か

○

ユ
e
一

N

｡

か

d
.

→
○

言
こ

H
･

A
d

喜
-

訂
①

ヨ
2

早
.
5
■戸
)

C

だ

と

す

れ

ば
､

プ

ラ

ン

グ

リ

の

い

ぅ
よ

う
に
､

『

八

書
簡
』

の

｢

も

と

よ
り

以

前
に
+

か

の

女
の

嗣

詳
が

現

わ

れ

て

い

た

(
】

O

P

2 .

t

し
､

と

は

考
え

ら

れ

な

い
｡

む

し

ろ

ソ

フ

ィ

ー

は
､

早

く
か

ら
ス

ミ

ス

の
･

こ

の

著
作
を

高
く

評

慣

し

て

い

た

コ

ン

ド
ル

セ

(

O
e

望
1

3
ザ

H
)

巴

£

の

示

唆

と

助

力

と

に

よ
っ

て
､

ま

ず

『

八

書

簡
』

を

執
筆
し

た

の

ち
に

醗

詳
を

行
っ

た
か
､

あ
る

い

は
､

同

時
に

飛

澤
を

進
め

た

か
､

の

い

ず
れ

か

で

あ

ろ

う
｡

な
お
､

コ

ン

ド

ル

セ

に

た

い

す
る
･

ス

､
､

､

ス

の

影

響

に

注

目

し
た

の

は
､

ア

ラ

ン

グ

リ

が

最
初
で

あ

る

(

記
唱

e
t

払

e

中
)

｡

(

5
)

→
F

か

○

ユ
2
.

戸
山

N

い
.

(

｢
e
t
t

つ

P

-
.

)

(

6
)

→
F

訂
1

岩.
.

H
H
.

い

N

ヰ

(

｢
e

t
t

r

e
.

H
H
.

)

(

7
)

出
払

e
ト
i

の
払

e

年
亡

n

t

旨
-

e

巴
-

E
∽
t

O

ユ
β
亡
e

n
b
払

p

冒
粥

㌫
∽

凸 .

訂

-

よ

訂
勺

ユ
t

F
仁

m
巴
n
.

〇
e

仁

∃
e
∽
一

く
Ⅰ
.

E
～
-

N
.

(

8
)

O
e

仁

∃
e
∽
･

く
I

H
)

N

O

い
.

(

9
)

-

0
〇
.

〇
i

t
.

(

1 0
)

-

0
〇
.

C
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1 1
)

O
e

雪
1

H

e
∽
･

≦
H

u

N

O

¢

～
N

ご
.

(

1 2
)

O
e

雪
1

諾
∽
.

く
Ⅰ

Ⅰ
､

N

O

p

(

1 3
)

-

0
〇
.

2 .
t
.

(

1 4
)

O
e

亡

く

記
∽
.

く
Ⅰ
〉

-

山
.

(

1 5
)

O
e

仁

∃
e
∽
.

く
Ⅰ
-

N

N
.

(

1 6
)

O
e

亡

∃
e

∽

.
く
H
H
-

治
戸

付

言
○

釘
･

諾
旨
m

巨
〆

N

N

や

(

一

橋
大

畢

助

教
授
)




